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日本所在のクロード・モネの作品　　　この調査研究は，昭和36年度科学研究費交附金

CLAUDE　MONET　DA〕NS　LES　COLLE．　　（総合研究）の助成を受けた「日本所在の欧米美

CTI・NS　JAP・NAISES　　　贈讃‡組瓢㍊‡㌧＝㌫籔

序＝中山公男　　　　　　　　　　　　　　を代表者とし・当美術館の嘉門安雄，il「山公男，

カタログ＝黒江光彦　　　　　　　　　　　　穴沢一一夫，高階秀爾，黒江光彦および国立文化財

Pr6face　par　Kimio　NAKAYAMA　　　　　　　研究所坂本満のメンバーによった・研究の趣旨は，

C。t。1。gue　par　Mit、uhik・KUROE　　　第2次賊　I」および轍に，昧所在の欧米）E13　i，Fi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品の大多数が所有者の変更，作品の消失，破損，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海外への流失などの事情により，所在不明の状態

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となり，資料的研究，カタログ・レゾンネの整備

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他に箸しい困難を来たし，内外の研究者より

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　徹底的再調査の要望の高い現状に鑑み，組織的調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　査の端緒を開くことにあった。第一着丁として我

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　我は，モネ，セザンヌ，ロダンを選択し，類別作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日録作成その他の基礎資料の整備を目的とした。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究の第一段階は，従来よりH本所在の欧米美術

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　品の調査をf固ノY的に行なっていた富永惣一，嘉門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安雄を中心に，作品のri本招来，現在の所在につ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いての伝聞による情報収集と，明治以降の美i術雑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誌，展覧会カタログ等の調査による作品の歴史の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　追跡，現所蔵者の確認の二つの方法によって開始

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　された。その際，とくにモネの作品に努力の大部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分が傾注されたが，これは，わが国に所在する欧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　米美術品の秀作は，印象派および印象派周辺に集

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ilrし，特にモネの作品は，国立西洋美術館所蔵の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11点を始めとして，質的にも量的にも成果を期
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待しえたからである．事実，この］フ想は、調査に　確認を行ない，ここにその図版を掲載しえたこと

よって実証されることとなった，　　　　　　　　だけでも注目すべき成果ということができよう。

資料の収集調査，美術愛好家、研究者，画商，そ　　これらは，やがてフランスその他で、類別作品ll

の他識者からの組織的1固）川くJな情報収集によって　録が編集されるとき，貴頂な資料となりうるもの

所在を追跡しえた作品は、所蔵者のもとでの原作　　と信ずる一他ノ∫，日本に招来されたモネの作品の

品の確認，材質保存状態の検討と記録，来歴、展　　量の相対的な比百，あるいは，その早くからの収

覧会歴の調査を行ない、可能なかぎり、白黒およ　　集は，モネの作品に対する日本人の鑑賞眼が，他

びカラー写真などの撮影を行なった．ついで、文　の近代1両家に対する場合よりも鋭敏であったとい

献的調査，作品制作年fCの検討、様式的分折をも　う事実を教えてくれる。また，黒木コレクシ・ン

可能なかぎり試みた，　　　　　　　　　　　　　が，モネの作品tir，1三としてファクテユールのこ

しかし、作品の所在確認に至るまでの経路も甚だ　　まやかな，1題の情緒的なものに偏し，松ノ∫コレ

しく困難をきわめたが，来歴の調査に関しては、　　クションが，粗い筆触やマティエールをもった大

いっそう不充分であったといわねばならない，所　胆な色彩詩の作品の系列に属することも，単に黒

蔵者自身にも来歴についてのiFl確な知識がしばし　木，松方両氏の1固人的，趣向の問題だけではなく，

ば欠除し，情報提供者の伝聞にも，しばしば異な　モネの様式の振幅，あるいはモネに対するEI本人

った見解がふくまれていたためである，モネの作　の感受性の幅などについて教えてくれる．いうま

品のノく多数は，旧黒木コレクシ。ン，松万コレク　　でもなく、これらは、まだ断片的な事実にすぎな

ション及びデルスニス招来に属するものであった　　い，しかし、本研究の包括灼な意図が，他の諸画

が，それらも，来日後の経歴が明らかになった場　家の作品の招来その他の調査に逐次拡大されたと

合でも，来日前の来歴に関しては、ほとんど調査　　きには，IMsにおける西欧文化吸収の過程につい

不可能であった，これは，欧米での売、‘dl録、展　　て多くの示唆豊かな資料をあたえることとなるこ

覧会目録などの老大な必要資料のノぐトが欠除して　とが期待される。

いる現状ではやむをえぬものであるが、今後の課　最後に，このlI録作製のために協力を惜しまれな

題として残されるだろう一　　　　　　　　　　　かった各位，とくに作品所蔵者の好意と協力に心

しかし，ルーアンの聖堂を描いた連作のうち、今　　から感謝の意を表したい．

日まで欧米の文献では所在不明となっていた最後

の作品を始めとして，一連の未公開のモネの所在
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l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

並木道　　1865－1868年　　　　　　　　　　　　　L’ALLEE　l865－1867

油彩，カンヴァス，0．82×0．46m　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0，82；LO，46

左下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　a　gauche：Monet

松方酬聯入・・959年フランス政府より寄‖曽　：蒜謡ずatsukata；D°nn6　pa「’e　G°uve「nement

展覧会：1956年《フランス19世紀絵画展》モスクワ；　　　　　　　　　　　　　　　．
・96・年・松方コレクシ・ン名作選抜展・国立西洋美術館器蕊浮；；1α㌶。蹴㍑＝1’認ll

図録番号65　　　　　　　　　　1960，　cat．。・65
文献：《松方コレクシ・ン》朝日新聞社，1955年，図版37　BIBL．　La　C。llecti．。n－Matsukαta，6d．　Asahi　Shimbun，

鯨国立西洋美術館（所麟号P－2・5）　　　T・k…1955・・L37
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Le　Mug．　6e　National　d’Art　Occidental（lnv．　n°P－205）

2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

風景　　1864－1867年　　　　　　　　　　　　　　P・4　YSA　GE　l864－1867

油彩，カンヴァス，0・54×0・73m　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0，54；LO，73

左下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　ii　gauche：C．　Monet

1896年フランスにて現所蔵者購入　　　　　　　　　　　　Achet6　Pa「le　c°llecti・nneur　actuel　en　France　en　1896

東京個人蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T°ky・・C°11ecti・n　Priv6e

1864年，モネは夏と秋をオンフルールですごし，友人の　En　l864．　M・net　passe「6t6　et　Paut・mne　a　H・nfleur・h

バジールがやってきてしばらく滞在した（1864年パジー　Bazille　le「ejoint　un　moment・（Vo！「un『lett「e　de　Bazille

ルが嚇・宛てた手紙やモネがパジールに宛てた手紙を；le；惣IS㌶蕊，le麗e隠zl境；1麗慧

参照されたい）。モネは1867年までしばしばこの地で制作　　dans　Histoire　de　l・lmpressionnisme　par　John　Rewald，

した。オンフルールの近くの野趣にみちた路は，モネを　chap．1864－1866）．　Il　y　travaille　souvent　jusqu’a　l867．

惹きつけた。この主題はモネの好んだものである。これ　　La　route　rustique　prさs　d’Honfleur　attire　Monet．　Ce　motif

らの中から，「馬車，オンフルールの雪の路」（ルーヴル　est　un　des　sujets　pr6fεr6s　de　l’artiste・On　pe｝・t門citer・

美術館）・・オンフルールのサン・シメオン暢への路・監認謡α聯惣。竃跳蒜㌦監

（フォグ美術館）とか・日本にある二点の風景画をあげ　Honfieur（Fogg　Art　Museum），　ainsi　que　deux　tableaux

ることができる。1858年末モネはサン・シメオン派の画　　dans　l。。　c。11ecti。ns　jap。nai。es．

家のひとりブーダンにならって戸外で制作しはじめてい　Bien　que　Monet　ait　peint　en　plein　air，　dさs　1858，　en　com・

乍號㍗；肥蕊；塞㌻鶯鷲議嚥繕辮竃§曇
オン農場附近で制作した作品は，クールベやディアズの　　ainsi　qu・en　“・Barbizon　normand”．

影響をうけている。
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3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

雪のアルジャントゥーユ　　1875年　　　　　　　　入百τCE　A、4RCEV▼7百乙7L　1875

？ill彩，カンヴァス，0・55　×0・65　m　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0，55；L．0．65

右下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　et　dat6　en　b《1s～t　d「°ite：Cl（／ut（～杉一I／ot～et　75

松方幸次郎氏購入；1959年フランス政府より寄贈　　　　AchetC　I）a「M’Matsukata；D°nn6　Pa「le　G°uve「11ement
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Francais　en　1959

展覧会：1956年　フランス19世紀絵画展　モスクワ；
1958年フランス風景1’・lil展ルーアン，図録翻135，　EXP・P・i・・r・W励’・・i・e・1・・m・・≧・、1・・c・u・　1（1）56；

麗㌫㌶コレクシ・ン名f乍選抜展醐露罐讐ll撫’19蕊ll：II：聯：

文献：、松方コレクション　朝H新聞社、1955年、原色　　BIBL．　Lct　C・〃ecti・・1、’11atsukatα．6d．　Asahi　Shimbun．

版13；二みつゑ』，651号、195g年7月号増刊、図版　　　　　1955・pl・en　couleur，　n“13；J！igite，　mlmero　sp6cial　n’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　651，juillet　l959，　pl．

東京　国立西洋美術館（所蔵番弓・P－208）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo．　Le　Mus6e　National　d’Art　Occidental（lnv．　n／P＿208）

4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

アルジャントイユの洪水　　1　87　7fi；．　　　　　　　L’∫LN’O．ND．A　7”1『ON　1877

油彩，カンヴァス・0・54×0・73m　　　　　　　　　　　Iluile　sur　t（）ile；H．　O．54：L．　O，73

右ドに署名　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　batt　2i　dr・ite：Clau（le，U・net
ド・キュレル子爵コレクション（1918年11月25日の売、1’1、　La　Collecti‘m　N’i　ic（’）　ni　te　de　Curel（Vente（lu　25　iNovein｝）re

図録番号13・図版）・松方氏‖♪｝川i橋・レクシ・ン　㍑器113・pl’）：Achetでpa「’1’Matsukata；13「idge’

鷲・1：8⊇㌘：讐r警三66頸㍉エ㌶，三㍑蕊ぽ1膿・1；；購
出品番号58；1953年　旧松方コレクション展　ブリヂス　　Ex－」∬α’sぱαrαCollection、　Bridgestone　Gallery．　Tokyo．

トン美術館，東京；1957年　lll松方コレクシ。ン名f／1渓　　1953；Ch　efs　－d　：　oe～u．　vre（de　1’ancienne　C・〃eαio〃Mσr3協αfα，

術展．東京，出品番号100；1960年　松方コレクション　T°ky°・1957　cat・n’100；－Ilastetpi・ces（ofthe　Ex’Jfa・tsu．katct，

名1・F選憾国立西…1｛i食酬聯号66・1962年、5月㌃1蒜蕊謡㍑：蒜1蒜£1忽㍑ll
41」・6月24　rl　・「東兄†1橋コレクシ・ン所蔵・コローか　　pari　g．．1962．　cat．　n．2g．　p．50；C／iefs．d，。eμt，re∂e　Z（zρeiη伽．e

らブラックに至る・フランス絵画展　パリ国lt！：近代美術　　。cciclentαle，　Kurum6，　lg63，　cat．　n・6

館，図録番号29、50頁；1963年　西欧名画特別展　久　　BIBL　B．　D・rivaL∨’しJn　mus6e　japonais　d’art　frangais”

留米，図録番号6　　　　　　　　　　　　　　　　　　tlans　Connaiss（lnce（／es・4rts・N・vembre　1958・P・59；Les

燃B・ドリヴ・ル・1≡る・ラ・ス）洲i－・㌫：∫；蒜s；1語、19鑑鑑cl｛；η1㍑隠
ネッサンス・デ・ザール　1958年11月号・59ぺ一ジ；　stone　Cα〃eひ・．　Toky（），1965，　n∫26，　pl．　en　c（）uleur．

《レ・レットル・フランセーズ　1962年5月10　11，松方
コレクション〉読売新聞社，1957年図版番号］00；　T°ky°・B「idgest°ne　Galle「y
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BRIDGESTONE　GALLERY，東京，1965年、図版26（原
色）

東京　ブリヂストン美術館

アルジャントゥーユ時代（1872－1878），モネは独〕のス　　A「6p・que　d’Argenteuil（1872－1878），　M・net　tr・uve　s・n

タイル，彼白身の印象主義を発見した。純粋な色調でも　　lmp「essionniSlne・

駆㌘三嘉：瓢竺㌶：≧一鷲総竃鷲聯三鷲
のだが，やはり曇り日の効果や夏の［｜や洪水なども描い　　celui　a　la　neige　et　rilハondati。n．　Ce　monde　monotone，

ている。灰色の空の下で描かれたモノクロームの世界で　　r（’alis6　mさme　solls　le　ciel　gris，　r6vさle　tant　de　sensibilit6

さえも，モネが自然現象を観察する繊細な感受1生を明ら　　d61icate　avec　Iaquelle　l㎞istc°bse「ve　les　Ph6nomenes・

鷺認㌃㌶～酬㌶竪こ1総ぎ㌶黙櫟丁㌫蹴
セーヌ河の解氷などの風景を予見させるものである。

戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b

モンソー公園　　1874－77年　　　　　　　　　　　」じ4．RθMON仁E∵4σ　］874－1877

i［k彩，カンヴ・ス，0・595・0・73i・　　　　　H・il・，。r　t。il。；H．0，595；L．・O，73

1了一ドに署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LSigrn6　en　bas　2｝droite：Claude　J4「011εz

l896年フランスにて現所蔵者購人　　　　　　　　　　　Achet61〕ar　le　collectiolmeur　actuel　en　France　en　l896

東京　個人蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T・ky・，　C。llecti。n　priv6e

6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

モンソー公園　　1877年　　　　　　　　　　　　P・4　R　CJ∬ON仁且4σ　1877

油彩，カンヴァス，0．54×0．73m　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0，54；LO，73

右下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　a　droite：C／α11∂e、Moηeε

松方幸次郎氏購入；現所蔵者　　　　　　　　　　　　　Achet6　Pa「M’Matsukata；le　collectionneu「actuel

展覧会：1946年・泰西名画展㌻　　　　　　　　　　　　EXP’Cゐ晦∂’°ettvre　de　l’art°cci∂eητ昧T°ky°’1946

東京　個人蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tok＞To・　Collection　priv6c

アルジャントゥーユに住みながら，モネはしばしばパリ　　En　demeurant　a　Argentellil，　Monet　frequente　Paris　oti　iI

に出かけ，ここでブールヴァール・デ・キャビュシーヌ　　peint　le　Boulevard　des　CaPucines，　et　le　jardin　des　Tuileries

やテ。イルリーの庭やモンソー公園をtil・いた．日本にはai・・i　q・e　l・Parc　M・ncea・・d・n・d・ux・・il・・exi…n・・u

モンソー公園を描いた作品が一コ1工ある。　　　　　　　　Jap°n’
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1877年の「モンソー公園」は，1司じfトに企画された連作　　しnI，（ll’rr－l／onceau　de　l877　a　la　Ill6me　factt．lre　6paisse

「サン・ラザール駅」のもつファクテユールと同じく，　　que　celle　d’une　s6「ie　de　La　Ga”e　Sa　in　i’La　k－・　a　re　ent「eP「ise

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
厚塗りで明るい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　en　meme　annee・

グ
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

セーヌ河，アレキサンダー三世橋　　　　　　　　L．・1，SEパーE，　LE　PO．．NT7’　．」LLIY4AiDE’R　fll

油彩，カンヴァス・022×0265m　　　　　　　　　　　Huile　trtlr　toile：H．0．22：L（）265

右ドに署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　baS　tl　droite：C1（iu，’le．｝・／0tiθt

l952年よりイ1｛喬コレクション　　　　　　　　　　　　Collecti‘）n　Bridgestone　Gallery　dePllis　1952

展覧会：1957年、泰西名画展　万（都；1960年　泰西名画　　EXP・C乃φ一（～’・eul’re・le　la／）eint～〃’e　occic’lentale，　Ky・t・，

展・，松江，札幌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1957・MatSll6・SaPP・r・・1960

文献・・⌒，5・8号19rl｝・2腸原一II煙霊。1鴇、蕊蕊蕊；：1隠9；；：d謡：
代絵画の百年lt・　1951年，美術日i版社，3頁・原色版n°2　　Shtippaii－sha，　p．3，　pl．　en　c・uleur　n」2

東京　ブリヂストン’；　．1：術館　　　　　　　　　　　　　　T。ky。．　Bridgest。11e　Galler｝一

8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8

ヴェトゥーユのセーヌ河　　1880年　　　　　　　　L－・lSEハTE．．・・ll：『E7百Eじ：ノL　1880

i由彩，カンヴァス，0・72×0・99m　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile：H．　O．72：L．0．99

左下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　　SiglW　et　dat6　ell　bas　il　gauche：Clait（／le　J・！onet　8θ

旧松方コレクション　　　　　　　　　　　　　　　　Achettスpar　M．　Matsllkata；C（）llection　actuelle

東京個人蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T・ky・・C・Ilecti・n　Privde

9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9

ラ・ロシュ・ギュイヨンの道　　1880　（t三　　　　　　ROCTTE　1）E　LA　ROC、lilE’一　G　U・　YOA」，1880

油彩，カンヴァス・0・60×0・70m　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．　O，60；L（），70

左下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　et　dat6　en　bas　a　gauche：Clattcle　」40net　1880

松方幸次郎氏購入；1959年フランス政府より寄贈　　　　Achete）Pa「M・Matsukata；D°nn6　Pa「le　G°uvemement
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fral1～・ais　en　1959

展覧会：1960年・松方コレクション名1乍選抜展　国、セ1西

洋美術館，図舗号69　　　　　㌫，．1雛忽r56；∫”’εE過『sz‘んα’αC°”ec’i°n，

文献：《松方コレクシ・ン・朝日新聞社，1955｛1÷，原色　　BIBL．　L〔l　C。〃ec～∫ω1，Ilatsukata，6d．　Asahi　Shimbun，

版14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo．1955，　pl．　en　couleur，　nつ14
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朝焼けのセーヌ河岸の眺め。雪がパラ色に光る。　　　　La　vue　de　la　rive　de　la　Seine　embrass6e　du　s・leil　levant・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　La　neige　brille　en　rose．

東京　国立西洋美術館（所蔵番号P－214）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Le　Mus6e　NationalぱArt　Occidental（lnv．11°P－214）

10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10

セーヌの曲り角　　1883年ころ　　　　　　　　　UN　TO　URNANT　DE　LA　SEIVE　vers　1883

油彩，カンヴァス，0．54×0．65m　　　　　　　　　　　Huile　sur　t。ile；H．0，54；L．0，65

左下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　a　gauche：Claude　Monet

旧松方コレクション　　　　　　　　　　　　　　　　Collection　Matsukata；C・llection　actuelle

展覧会：1960年《松方コレクション名作選抜展》国立西　　EXP・Mα5Ze顧eces　of　the　Ex’MαtsukαtαCollecti°n・

洋美術館，図録番号68　　　　　　　　　　　　　　　T°kyo’　1960’　cat’n°68

この作品と，デュラン・リュエル所蔵の「ポール・ヴィ　ComParant　ce　tableau　avec　le　So　le　i・l　couchαnt　d　Port一

工のタ日」（1883年，73×92cm）を比較すると，モネが　　γii！ez（1883’73×92　cm）de　la　C°llecti°n　Du「and－R竺ei

同噺で制作したと思われる・また同じ時期，1883年蒜：蕊＝篇。＝㌃：惣盤＝ll：

に制作されたことも大いに可能性がある。　　　　　　　Aussi，　serait．il　bien　possible　que　cette　t。ile　est　ex6cut6e　en

このセーヌ河畔の・J・さな村ポール・ヴィエは，モネが　meme・date：1883．　Un　petit　village　P・rt・Villez　se　trouve

1878年から1881年まで住んでいたヴェトゥーユの対岸に　　ala　rive　de　la　Seine・PPos6e　at　V6theuil・ti　Monet　restait
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　entre　l878　et　l881，
ある。

東京個人蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T°ky°・C°llecti°n　P「ivee

11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11

エトルタの断崖　　1883年ころ　　　　　　　　　　FALAISE　A　ETRETA　T　ve「s　l883

油彩，パステル，紙，0．267×0．405m　　　　　　　　　Huile　et　pastel　sur　papier；H．0，267；L．0，405

左下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　a　9auche：Claude　Monθt

第2次大戦後，現所蔵者　　　　　　　　　　　　　　　Collection　actuelle　depuis　environ　1944

1883年1月31日，エトルタからデュラン・リュエルに宛　　Voir　une　lettre　de　Monet　du　31　janvier　1883，　adr6ss6e

てた手紙一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　d’EtretatらDurand－Ruel：
「ル・アーヴルでやろうとしていたことが悪天候ででき　“’Ne　pouvant　parvenir　a　faire　ce　que　je　voulais　au　Havre

なくなり・散策にここにやつてきました．ここに腰を落蕊票漂，謡1。霊鷲、鵠芸跳蒜竃

着けることにしました。というのは，とてもすばらしく，　et　j・y　puis　travailler　plus　facilement　meme　par　mauvais

天気の悪いときでも，ここなら制作しやすいからです。　　temps．　Ainsi　j’espさre　faire　de　h・nnes　ch・ses；ce　ne　sera

ですから，いいものができるだろうと思います。やろう　　Peut“さt「e　Pas　si　va「i6　que　ce　que　je　voulais　fai「e・mais　ce

8



とすることは，そんなに変りばえはしないでしょうが，　　n’etait　pas　p・ssil）le　a　faire　par　ce　temps・”

こんな天気ではなにもできませんでした一。　　　　　　　En　attendant　le　temps　am61ior6，　il　dessine　comme　cela・

天気待ちをしながら，モネはこんなデッサンをした。　　　T。ky。，　C。llecti。n　priv6e

東京個人蔵

12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12

積みわら　　1885年　　　　　　　　　　　　　　LES　JπτZES　l885

油彩，カンヴァス，0・66×0・815nl　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0，66；L．0，815

右下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　Signe　et　date　en　bas　a　dr・ite：Claude　－Vonet　85

旧松方コレクション；和田コレクション　　　　　　　　Achet6　pa「M’Matsukata；Collection　M’Wada

展覧会：1953年，ll月3－29日，．・泰西名画展，大阪，フ　　EXP’Chefs’d’oeuv「e　de　la　peintu．re　occi∂eπfσle・le　3－29

ジ璽廊・1957年・1・松方・・クシ・ン名作美術展ぽ＝：53乙。蹴F㍑蹴lk繊雲；㌫1

東呆，出品番号101；1960年・松方コレクシ・ン名f乍選　　n・101；」∬αsterpieces。f　the　Ex．λVatsukαta　C。llecti。n，

抜展＞＞国立西洋美術館，図録番号70　　　　　　　　　　T・ky・，1960，　cat．　n」70

1891年の連作「積みわら」の先駆けである。この絵のフ　　C’est　une　s。rte　de　ravant．goUt　de　la　s6rie　des　Aleules

アクテユールはみごとなものであるが，中景のボブラ並　en　l891．　Ce　tableau　a　la　merveilleuse　facture　sauf　la

木の部分に修復のときのリタッチがある。　　　　　　　Pa「tie　de「al16e　de　PeuPlie「s　en　deuxieme　Plan　mal「e’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　touch6eら1’occasion　de　1’ancienne　restauration．

神戸　和田氏蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kob6，　Collection　M．　Wada

13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13

ベリールの海　　1886年　　　　　　　　　　　　LA　MER　A　BELLE・互E　l886

木炭，紙，0．25×0．305m　　　　　　　　　　　　　　　Fusain　sllr　papier；H．0，25；L．0，305

右下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　a　droite：Clαude　・Vonet

鯨maAWt・1967年国立西洋美1］r酬入　　霊c；1器隠蕊：；Achete　pa「’e　Mus6e　Nati°nal

願会：1932年’i・　i1！1“　・i：lk近代絵鹸束京美術蹴所．EXP．　E．，p。si，i。。∂。，櫛，。＿。∂．，＿、。ccid。n、，

文献：ウィリアム・C・サイツ　モ不．．1960年，ロント　　T。ky。，　Institut　des　Beaux，Arts，　lg32

ン，ニュー一ヨーク，82図　　　　　　　　　　　　　　　BIBL．　William　C．　Seitz，　M。net，　Lond。n，　Thames＆

東京　国立西洋美術館（所蔵番号P－360）　　　　　　　Huds°n；New　Yo「k’Ab「ahams’1960’Fi9’82

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Le　Mus6e　National　d’Art　Occidental（lnv．　n°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・360）

9



14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14

ベリール・アン・メールの荒海　　1886年　　　　　BELLEJ乙E・五1V・MER，　LA　MER・・4　GITEE　l　886

油彩，カンパス，0．61×0．74m　　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0，61；LO，74

左下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Signe　en　bas　a　gauche：Claude　Monet

デュラン．リュルエ．コレクション；ジョルジュ．ベル　　Collections　Durand・Ruel；Georges　Bernheim；Georges

ネ＿ム．コレクシ。ン、ジ。ルジ。．ヴ，オ＿．コレクVi・u・Matsukata・B「idgest°ne　Galle「y

シ・ン；松方コレクシ・ン　　　　　　　　　　　　　　EXP．　Ex．．4｛latsukαtαCollecti。n，　Bridgestone　Gallery，

展覧会：1953年《旧松方コレクション展wブリヂストン　！9ラ3・n°40；2ame　E塑竺‘Zioπ’」！lfαtsukatα，Collection’

美術館，嚇号4・・1955年・第2回旧松方ニレク㌘㌃1麗：：。＝膓：9孟、、e°監。i。忽誕＝961

ン展》ブリヂストン美術館，目録番号42；1957年《西洋　　n・241；Chefsd・oeuvre　de　l・αncienne　Collection　Mαtsu．

美術名作展》京都市美術館，図録番号241；1957年《旧松　　kata，　T。ky。，1957，　n°30；Chefs－d’。euvre　dθ　1αpeinture

方コレクション名作美術展》白木屋；1957年《旧松方コ　m・derne　en　Occident，　Kurum6・1961・n°18；La　Peinture
レクション展》久留米，図録番号30；1961年《近代西洋　　f「αnCαisθ　dθ　C°「°t　d　B「αque　dαns　lαC°llecti°n　lshibαshi

絵酩作展・1留米・図録番号18・・962年5□：鑑㍑蕊蕊’彦1。il。，　v。L　23，　ed．　H。、b。n－，h。，

6月24日《東呆石橋コレクシ・ン所蔵・コローからフフ　T。ky。，1953，　P．57　C。llecti。n　Mαtsukαtα，6d．　le　J・urnal

ックに至る・フランス絵画展》パリ国立近代美術館，図　　Yomiuri，1957，　pl．99；Se〃α↓B輌地Zeπs加，　vol．36，6d．

録番号30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kadokawa，1961，　Tokyo，　pl．12；Ivon　Taillandier，　Claude

文献：平凡社版世界美術全集，第23巻。1953年，57頁；　Moηeτ・1964・Pa「is（Flamma「ion）・P°69・「eP「oduit　en

・松方コレクシ・ン・読売綱土，1957年・図踊号99・：鵠1；B「‘∂g輌θC典T°ky°・1965・pL　27　en

角川版世界美術全集，第36巻，1961年，図版番号12；イ
ヴォン・タイアンディエ《クロード・モネ》1964年，パ　　Tokyo・Bridgestone　Gallery

リ（フラマリオン）P．69，原色版；BRIDGESTONE

GALLERY，東京，1965年（ブリヂストン美術館），図

版27（原色版）

東京　ブリヂストン美術館

このデッサンは，日本にあるもう一つのデッサン「積み　Ce　dessin　est　souvent　reproduit　dans　les　livres　publi6s

わら」とともに，しばしば諸外国で出版される図録に収　　aux　pays　6trangers・ainsi　qu’un　autre　dessin　dans　Ia

載されている・ルーヴル美術酬由彩画・べ・一ルの霊鵠翌二麗1霊鑑：㍑流㌫肱瓢
岩」と同一一一一・の構図をしめす。　　　　　　　　　　　　　Belle．lle．　Devant　le　meme　m。tif，　M。net　a　ex6cute　un

同じ主題を前にしてモネはブリヂストン美術館の油彩画　　tableau　de　Bridgist。ne　Callery，　en　installant　s。n　chevalet

を制作したが，このときはもっと海辺に近いところに画　　plus　pres　du　b・rd　de　la　mer．

架をすえた。
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15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15

しゃくやくの花園　　1887年　　　　　　　　　　　PL47百一B，4NDE」DE」）∫FOハ百　1887

油彩・カンヴァス，0・655×1・005m　　　　　　　　　　Huile　sur　toile：H．　O．655；L．1．005

ノ己下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　　S・　ign（’　et　dat6　en　b《1s　a　gallche：Claude　－1・lonet　87

松方幸次郎氏購入；1959｛｛三フランス政府より寄贈　　　　　Achet6　par　M・Matsllkata；Donn6　par　le　Gouvernement
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frangais　en　l959

展覧会：1960年　松方コレクシ。ン名作選抜展　国、‘∫：I」q

澱術館・図録番号72　　　　　：蕊．㍑1鷹㌶”～e　Ex－」・la～sukata　C°”ecti°t～・

文献：［’みつゑ二，656号・1959年12月・図版21貢（部分）　BIBL．　Jlrigue，　n’656．　dc；ceinbre　1959．　pl．　P．21（d（コtail）

モネは庭を愛い花を愛でた，このしゃくやくの絵は，　　C’est　un　tさmoignage　de　rartiste　pour　1’amour　（le　jardin　et

その証明である。この花はモネが｛，っとも好んだものの　　de　son　goぷdes　Hellrs．　La　pi、『oine　esいlne〔les　plantes　que

ひとつ。のち，日本の友人たちが、しゃくやくや百合の　　M°lle！ai□ait’Plしls　la「d－ses　amis　jaPo皿is　lui　p「°cu「さ「ent

花を彼の庭⊇こ贈・た・　　　　盤1；1ごel二1，1霊，1。，。s．band。，　d。　j。，di。　fure。t

「 庭の花床のほとんど全部が’いろいろな種類のアイリ　entotlr6eg．　de　larges　bordures　d・iris　de　toutes　les　vari6t壱s．

スの花の太い縁取りでかこまれていた，というのは、モ　　car　Monet　les　aimait　particuli÷rement．”（p．59　de　Claude

ネはアイリスをとくに好んでいたからである」（J・P．オ　　．Uoηer　par　J－P．　H‘）sched6）

シ・曙『ク゜一ド’モネ・59ぺ一ジ）・　　　T。k，。．　L。　Mus・。　N。，i、）n。l　d・A，，・ccide。t。1（1。。．。・P－211）

東京　国立西洋美術●官（所蔵番号P－211）

16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16

舟遊び　　1887年　　　　　　　　　　　　　　　EN∵BA　R（！［－E　1887

油彩，カンヴァス，1・45×1・32m　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile：H．1．45；L．1．32

／E下に．署・名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　SignC　et　dat6　en　bそ1s　a　gallche：Claude－」・1・ner　1887

1n松方コレクション；1959年フランス政「flfより寄贈　　　・Kchetc”　1）a「M・Matsukata；D（mn6　Pa「le　G°llve「nement

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Francais　en　l959
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
展覧会：1958年・フランスの風景　ルーアン，図録番弓一

：㌶㌶喜：レクシ・ン名作1巽卿聯藷鷲螢竺：蒜顎蕊：認：1

文献：松方コレクション　朝｝｜新聞社，1955t’il、原色　　BIBL．　La　C。llecti。n　」／latsttkata．6d．　Asahi　S・himbun．

版15；ごみつゑ⊃656弓一、1959年12月号、図版28頁；角　　Tokyo．1955．　pl．　en　c・uleur．　n’：15；JfWe，　n°656，　d6cem・

川版図説世界文化史大系、第10巻，1959年、145頁、原　　b「e・1959・Pl・P・28：Zusetsit　81∫泌σs万丁αiんei・vol・IO・　6d・

色版5　　　　　　　　　　Kad・k・wa・T・ky・・1959・P・145・　pl・・n　c°uleu「・n°5

この大きな作品とA．コルダ卿IH蔵の「tl・i：いポート」　C・mparez　cette　grande　t・ile　avec　la　Bαrqtte　bleue（1887，43

（1887年43×50％インチ）とを比較されたい，：二点とも，　　×50　3／4in・）de　la　Collection　de「h6ritier　de　Sir　A・Korda
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ポートにモネの義理の娘のブランシュとシュザンヌ・オ　　（voir　Th・e　Burlington　Mαgαzine，　Mai　l962，　p．　viii，　re・

シュデ姉妹が坐っている。　　　　　　　　　　　　　P「°duit　P°u「la　vente　a　S°theby）’Dans　deux　tableaux’

麟瓢≧當≧隠曇竃：灘遼籔1：ご
広い水面に，逆光の下に，光と影の戯れがひろがる。　　Ce・traitement・lui・d。nne　une　qualit6　d6corative　c。mme　celle

鯨趾西洋美術館（所蹄号P－2・6）　　㍍瓢S蒜：嚇。。1：「c蒜霊uぷeau’1a

Tokyo，　Le　Mus6e　National　d’Art　Occidental（Inv．　n°P－206）

17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17

エプト河の釣人たち　　1889年　　　　　　　　　　　AUBORD　DEL’EI）TE，1）EC五EσRSALA
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LIG＿IVIE］　　1889

油彩，カンヴァス，0．80×0．995m

右下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0，80；L．0，995

今村繁三氏旧蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　et　dat6　en　bas　a　droite：Clαude　Monet　89
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Collection　M．　Shigezo　Imamura；Collection　actuelle

展覧会：1932年《西洋近代絵画展／〉東京美術研究所；
1947年《西洋近代美術名作展t）東京；1957年冠未公開作　　EXP・Exposi・tion　desρef〃rμres　modernes　en　Occident・

服・ブリヂストン美術館　　　　蹴；㍑跳灘蕊隠ご襟’監隠
文献：『美術研究』1932年9月・図版，矢代幸雄（論文）　iπε∂ires，　Bridgest。ne　Gallery，1957

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BIBL　LαRecherche　des　Beαux－Arts（Bijutsu－Kenkyu），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Septembre　1932，　pl．，　article　par　M．　Yukio　Yashiro

エプト河畔に遊ぶ二つの人影は，おそらくブランシュと　　Deux　Pers・nnages　au　h・rd　de「EPte　sont　rec・nnus　Peut・

ジャン・ビエールであろう。前者はモネの義理の娘で，　　e‘　tre　p・ur　Blanche　et　Jean－Pierre・La　premiさre　est　une

鷲㌶：鷲：螺驚藁；‡：撚銚瀦竃還蕪竃
1878年に，モネはわずか16ケ月のころの彼の肖像画を描　apeint　le　portrait　en　I878　lorsqu’il　n・eut　que　seize　mois．

いている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cette　supPosition　6tant　accept6e，　en　ce　moment－la，

この仮定が正しければ，この絵が制作されたとき，ブラ　Blanche　eut　vingt“cinq　ans　et　le　ga「9°n　t「eize　ans’Ils

：：：蒜巖《蒜㌶：；；1課＝㍑r㍑瓢：：隠61＝amps
出かけたモネのお伴をしていた。　　　　　　　　　　Tokyo・Collection　P「iv6e

東京　個人蔵

18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18

ジヴェルニーの霧　　1890－93年ころ　　　　　　　BRUME　A　GIVERA｝Y　1890－1893
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油彩，麻布，0．75×0．98m　　　　　　　　　　　　　　Huile　sur　t。ile；H．0，75；L．　O．g8

左下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　a　gallche：Claude　iVonet

旧松方コレクション；1960年から1963年まで国立西洋美　　A『hgt6　pa「M・Matsukaga：D如os6　pa∵1ne　co｝lection

㈱寄託　　　　　　：隠。：°鵠．ぷlusee　Nat’°nal　dA「t°cc’dental．

霧の効果を出している亜鉛白のかなり厚い絵具層の下に　　Sous　la　pate　as　g．　ez　6paisse　en　blanc　de　zinc，　provoquant

色彩による粗描があった。モネは途中で考えを変更した　　1’effet　de　b「ume・　il　y　avait　1”6bauche　en　couleu「・L’artiste

に相違ないのである。上をおお一，ている白は微妙なニァ　achang6　sOrement　sf）n　i（16e　a　mi－chemin・

アンスをもつてぬられて・・るので・二・三本の樹の影が蕊ib嘉＝1蕊b漂：°漂：lrlごぽ1＝

幻のようにみえるにすぎない，しかし朱色の署・名によっ　arbres　comme　le　fantδrne．　La　signature　en　vermillion

て，一見未完成のごときこの絵も，モネが完成f／Fと認め　　confirme　le　fait　qlle、lonet　a　baptis6　ce　tableau，　malgr6　cet

たことがわかるのである。　　　　　　　　　　　　　　6tat　inachevC’　en　aPl）arence・

東京個人蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T°ky°・C°llecti°n　P「iv6e

19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19

日を浴びるボブラ並木　　1891年　　　　　　　　　LES　PEUPLIERS．4　r　SOLELL　1891

i由彩，カンヴァス，0・927×0・738m　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0．927；LO．738

左下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　et　dat6　en　bas　a　gauche：Cla　u．de・」’lonet　91

，黒木三次氏1口蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Achet6　par　M・Sanji　Kuroki；C（）Ilection　actuelle

展覧会：1932年｛西洋近代絵画展　東京美術研究所　　　　EXP’EXposition（les　Peintures　mode「nes（1’Occidenら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Institut　des　Beaux・Arts，1932

神戸　個人蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kて）b6，　Collection　priv6e

20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20

陽を浴びるポプラ並木　　1891年　　　　　　　　PE乙アLZERS　4乙「SOLEIL　1891

？由彩，カンヴァス，0．925×0．735m　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0．925；LO，735

右下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　LSigne　et　dat6　en　bas　ii　d「°ite：Claude　M°net　91

松方幸次郎氏購入；1959年フランス政府より寄贈　　　　Achet6．　Pa「M二Matsllkata；D°nn6　Pa「le　Gouve「nement
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frangais　en　1959

㌶量19：≧コレクシヨン名作選抜展⊇㌫］ご留・ん・Ex－－14atsukat・C・〃・・n…

文献：＜＜松方コレクション1．朝日新聞社，1955年，原色　　BIBL．　LαC。〃ec，∫。n　：Vα　ts　tt　k’atα，　6d．　Asahi　Shimbun，　lg55，

版16；角川版世界美術全集，第36巻，1961年，図版30　　pl．　en　c・uleur，16；Sekαi．　Biiutsu　Zenshu，　v・L　36，　ed・

鯨国、晒羊美術館（所蹴号P，21。）　　　Kad°kawa・T°ky°・1961・pL　3°

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Le　Mlls6e　National　d’Art　Occidental（Inv．　n°P＿210）
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ほとんど同一一構図の「陽を浴びるポプラ並木」は，その　　Chaque　Peαρ／fersαμSolei・1，　presque　a　la　m6me　compo・

違いは大きくはないが，それぞれ独白の光の効果をしめ　　siti°n・as°n　P「°P「e　effet　de　la　lumiさ「e・bien　que　cette

す・ネ・1・竺晶は，より細かく分；｛ijされたより細・・筆触；16「i蕊隠ぎ隠。1：la㍑慧ぱ蒜

をもち，東思のものは，より力強い筆触で，塗りも厚い。　rautre　de　T。ky。，　des　t。uches　plus　vig。ureuses，　en　pate

とくに後者においては，真白い雲がこの作品に輝きを増　　plus　6paisse．　Dans　celui．ci，　ces　nuages　t。ut　blancs　d。n．

している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nent　beaucoup　de　luminosit6　a　cette　toile．

21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21

積みわら　　1891年ころ　　　　　　　　　　　　　　LES　MEULES

木炭，紙，0・16×0・245m　　　　　　　　　　　　　　Fusain　sur　papier；H．　O，16；L．0245

左下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　has　a　gauche：Clαude　iWronet

旧松方コレクシ・ン；東京個人蔵：1967年国立西洋美術　　D壱P°s6　Pa「une　c°llecti（）n　P「iv6e・Tokyo・dさs　l960；

館購入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Achete　pa「le　Mus6e　Nati・nal　d’Art　Occidental　en　l967

蹴会・1932年晒樋代絵鹸・鯨美術研究所・㌫認愁1°《。，∂㌶《㍑s、惣e罐，こ3．。；1漂：

1947年咽洋美術名作展．東京，1948年　西洋美術名作　　1・A，i　Occid。ntal．　T。ky。，1g4÷；0，aLa，　lg48；C，andes

展・大坂；1953年《泰西名画展・フジカワ画廊，大坂；　peintures・ccidentαles，　Osaka，　Gallery　Fujikawa，　lg53；

1957年・世界の素描名作展　東京　　　　　　　　　　　Les　（ノessins　dZt　m・nde，　T・ky・，1957

文献：ウィリアム・C・サイツ．モネll960年，ロンドン，　BIBL　William　C・Seitz・ルWron．et・London・Thames＆

二・一・ ニク，8・図・イヴ・ン：一・イで・デ・エ…：；；認。雲。跳f潔㍑㌫mll謡ぱ

一 ド’モ不＞＞，パリ，1960年・91貝・図19《　　　　　　　　91，pl．

有名な1891年の連作「積みわら」，とくにシカゴ美術研　　Ce　dessin　est　une　6tude　de　la　fameuse　s6rie　des　Meules

究所蔵の「二つの積みわら」のための習作である。　　　　de　1891・　notamment　des　Deux　meules　de　The　A「t　Institute
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（，f　Chicago．

東京　国立西洋美術館（所蔵番号P－359）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T《）kyo，　Le　Mlls6e　National（1⇔Art　Occidental（lnv．　n°P・359）

22　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22

ルーアン大聖堂　　1894年　　　　　　　　　　　　　　CA　THEDRALE　I）E　ROUEN　l894

油彩，カンヴァス，1・06×0・73m　　　　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．1，06：L．0，73

左下に署・名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　et　dat6　en　bas　a　gallche：Claude　Monet　94

旧松方コレクション　　　　　　　　　　　　　　　　L’ancienne　C・llect｛・n　ylatsukata

占い画枠に貼られた小さなカードには「n°4，大聖堂，　　Sur　une　ancienne　6tiquette　appliqu6e　au　chassis　original，

モネ，入口，真昼」と記入されている。その色調や厚塗　　゜n　a　insc「it：n°　4・　Cathcsdrale・　．Vonet，　P°「ταi1・ρZeiπs°leil・

りのマティエールは，ルーヴル美術館所蔵の「ルーアン　　La　t°nalit6　et「eml’｝atement　en　s°nt　t（）ut　a　fait　similai「es　a
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大聖堂，入口とアルパンの塔，真昼」と酷似する。　　　　une　t・ile　du　Mus6e　dし，　L・us’re：Lαcαz雇∂rαZe∂e　Rouen・

鯨個臓　　　　　　　　le　P°「tαi・1　et　1・t°ur　d’Alb・ne・　plei，n　soleil（1…n：’　139°）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Collection　priv6e

23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23

雪中の家　　1895年　　　　　　　　　　　　　　　∫11A　ISO．INrS　I）．4NS　LA入疋∫CE　1895

油彩，カンヴァス，0．658×0．815m　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0，658；L．　O，815

右下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　Si9－ne　et　date　en　bas　a　d「°ite：Claitde　t｝｛lonet　1895

、黒木三次氏1919年ごろモネより直接に購入；現所蔵家　　　Achet6　pa「ML　Sanji　Ku「°ki、ve「s　l919；C°llecti°n　actuelle

展覧会：1932年《西洋近代絵画展　東京美術研究所　　　　EXP’琢ρ゜siti．on　des　Pei’ntures　modernes　en　Occi∂eア～”

文献・r美術研究・1932年9月第・号・図□代幸雄・謝’；：s跳llぽ㍑灘、、（B、ju、，。　K，nk，。），

（論文）；神谷邦子「日本にあるモネの作品一　世界の巨　　Septemhre　lg32，　pl．　article　par　M．　Yukio　Yashiro；Kuniko

匠シリーズ」月報1968年2月15日　　　　　　　　　Kamiya，や’Monet　aux　Collections　japonaises”dans　la
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　brochure　mensuelle　de　Lα56r↓e（〕es　Grands　Mαε‘res，15

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F6乙・rier　1968．

「1895年，モネは，もっと遠く，ノルウェーに旅行した，　“℃’est　en　1895　que　M・net　alla　f・rt　l・in，　en　N・rvさge．

彼はサンドヴィケンに滞在して，以前の作品とは趣きの　　Il　s’installa　a　Sandwiken・d’°U　il「aPP°「ta　des　t°iles　t「さs

すっかり変わった作品をつくり出した。ファクチュ＿ル　　diff6rentes　de　ses　oeuvres　pr6c6dentes・　non　par　leur　facture・

は同じでも，そのモテ・一フ・・違・て・・たのである．深蕊㌫，1：：；＝d，鷺1。ぽ謡鵠le；蒜

い雪，そこから顔をのぞかせるコルサースの村の家々，　　n。m，　d。minant　le　village，　jords　aussi，　bref　toute　la　N。r．

それに村の背後にせまる同じ名の山，それにフィヨルド，　vege．＾’（cit6　de　Clαudeルfoπez，　le　mα1　connu　par　Jean・

つまりノルウェーのすべてを描いたのだった」（ジャン・　Pierre　Hosched6・　chap・X，　Voyages　pour　peindre，　P・125）・

ビエール・オシュデ著『クロード・モ礼第10章「制f乍　De　son　atelie「タGivem互M°net　a　vendu　ce！ableau　di「ecte一

旅行・・25ページより）・　　　　：：nl：㍑1蒜：蒜，。K溜蹴゜：蒜：ne闘：：ll

モネはこの作品を黒木三次氏夫人の熱心な要望にこたえ　　rartiste】es　accueillait　v。1。ntiers　dans　s。n　atelier，。in

て，直接彼のジヴェルニーのアトリエから同夫妻に売却　　M・net　a　sign6　au　c・inde　la　t・ile　avec　rencre　deChine，

した。モネは，かねてから同夫妻を歓迎し，アトリエに　en　leu「P「esence・　1・rsqu’il　la　leu「a「emise・

招じ入れたが，そこで手渡すに際して，眼の前で，墨で　Un　album　en　Possessi°n　de　cette　famille　jaP°naise’m°nt「e

絵の綱こ署名をしたものである・この折の写真が黒木1：1㌫1「、鷲；蹴蕊蒜、°：＝m：蹴

氏にゆかりのある家に保存されている。モネは，和服姿　　aise．　la　tさte　baiss6e　vers　ce　tableau　te皿par　sa　belle．fille．

歴；讐蔑㌶㌶：；：《弩㌍てK・b…C・llec・i・np・・…

神戸　個人蔵
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24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24

断崖　　1897年　　　　　　　　　　　　　　　　LA　FALAISE　1897

油彩，カンヴァス，0．735×0．925m　　　　　　　　　　HUile．sur　t。ile；H．0，735；L．0，g25

左下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　et　dat6　en　bas　a　gauche：Clαudθ　Monet　97

久保コレクション；三井コレクション；1956年より現所　　Collection　Kubo；Collection　Mitsui；Collection　actuelle

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　depuis　1956
蔵者

麟会・・927竺・第6回⑱鯨および大阪，図録1・・㌫。難㌶；惣1ごSll；〃㍑隠1、忽：C

1942年《三井洋画コレクシ・ン第2回陳列》東京；1952　peinture　occidentale　dans　la　Collection　Mitsui，　Tokyo，

年《ブリヂストン美術館開館記念展》東京　　　　　　　1942；Exp・siti・n　c・mm6m・rative　a　1’・uverture　de

文献；r日仏芸術』1926年3月　　　　　　　　　　　　Bridgestone　Gallery，　Tokyo，1952
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BIBL．　Art　frαnco・iaρonais（Nichi－Futsu－Geijutsu），　Mars

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l926

プールヴィルの断崖。ここで1882年にすでに同じモティ　La　falaise　de　P・urville・M・net　y　a　d輌Peint　le　meme　motif

一
フを描いている（例えばN・H・ファン・ヒーク・コ　en　1882（par　exemple・un　tableau　de　M・N・H・van　Heek

レクシ・ン，シカゴ美術研麺レーヴ・ス・L・コ・レ6撫監。竺，霊：艦ぽ蒜＝：㌶

ヴィン’コレクションの「フールヴィルの崖の上の散　Quinze　ans　plus　tard，　Monet　a　emprunt6　la　composition　oin

歩」）。15年のち，モネは，断崖の頂を画面一ぽいに描い　　le　s。mmet　de　la剖aise　d。mine　le　tableau，　aux　estampes

た構図を，日本の浮世絵版画からか，あるいはクローズ　jaPonaises　ou　aux　images　PhotograPhiques　Prises　en　gros

アップ写真から借りている。この作品のヴァリエーショ　Plan’II　y　en　a　quelques　va「iantes’

ンがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Collection　priv6e

東京個人蔵

25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25

波立つトゥルーヴィルの海　　1897年　　　　　　MER　A　CITEE　A　TROUVILLE　l897

油彩，カンヴァス，0・73×1・Ol　m　　　　　　　　　　　Huile　sur・toile；H．0，73；L，1，01

左下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　et　dat6　en　bas　a　gauche：Claude　Monθt　97

松方幸次郎氏購入；1959年フランス政府より寄贈　　　　Achet6　par　M・Matsukata；Donne　par　le　Gouve㎜ement
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frangais　en　l959

展覧会：1960年《松方コレクション名作選抜展＞＞国立西
洋美術館，図録番号74　　　　　　　　　　　　　　　　EXP’MαS埠ρ》eces　q〆the　Ex‘MatsukatαCollection’

文献・《松方コレクシ・ン・一“9・Xf聞社・1955年・図版號1・；：6°蹴㌃：4M。t、uk。，。，　ed．　A，ahi　Shimbun，

38；「みつゑ』，651号，1959年7月号増刊，原色版3；　Tokyo，1955，　pl．38；Migue，　num6ro　sp6cial　n・651，

角川版世界美術全集，第36巻，1961年，原色版6（部分）　juillet　1959，　pl．　en　c・uleur　n°3（texte　K．　Omori）；Sekαi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Biiutsu　Zenshu，　vol．366d．　Kadokawa，　Tokyo，1961うp1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　en　couleur　n°6（d6tail），　pl．　p．241（texte　S．　Tominaga）
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トゥルーヴィルをモティーフにしているといわれている　　Oll　dit　que　ce　motif　cst　a　Tr《川ville．　mais　la農daise　dans

が描かれている断崖から、モネがこの作品を制作したの　　la　toile　nous　pe「II〕et　de　Pense「fllle　Monet　a　Peint　ce　tal）leal1

は，セーヌ河口から北の海岸であ．・’、たのではないかと考　　ala　c6te　du　no「｛l　de「embouchu「e　de　la　Seine’En　elTet’

えられ 予・欄897年にモネはブー・レヴィ刷1かけてlllll811湘ll∴v：y雲、蕊霊。nll。瀦。1｝i謬ll

いたから・彼がここか・あるい1ますくなくともその近く1。。｛。，．1、，e，・d。10

に画架を．、ll：てて制f乍したことは充分に可能性がある一　　Regardez　les　c・ul｝s　de　pinceau　vivants．・M。net　c。n．

澗達な筆触をみられたい．一モネは、エスキースは一一，二　　sid6「ait　que　bien　des　es（luisses　ne　c（）mPo「tent　qゴllne

度の工程でおわっているが，第一印象，最初のほとばし16ance㌣u　de・ミd・t・…il－・三emi△re　impre・・i・n・premi・・

りが・・ 1じりまわし≡こしこしまつた絵よりも・ず｛蕊｝lllnl　ml蕊1∵蕊：蕊1獣欝㍑

っとすはらしいものがあると考えていたt－　　　　　　　Pierre　Hosched6．　ibid，　P．113．）

（J．P　オシュデ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Toky（、，　Le、lustSe　National　d’Art　Occidental（IIlv．　nJ　P－207）

東京　国立西洋美術館（所蔵番号P－207）

26　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26

θII　　　　1897－98　；1三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，S．4　ULES　　、－er9．1897／98

油彩，カンヴァス，0．71×O．895　m　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile：H．　O，71；L．　O．895

右下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　a　d「oite：Clau（1e－｝lonet

l日松方コレクション；東京個人蔵，1960年より国、∫’漠術　　A『h？t6　Pa「M．　Matsllkata；D6Pos6　Pa「une　c°llection

飽こ寄託（寄託番号D．21）　　　　’　pnvee・T°ky°・en’96°

騰・1946年醐術名1乍展鯨・196・年松方霊。蕊‘7膓rl；》隠；隠1＝ll，蕊゜惣1；
コレクション名作選抜展　国、’∫1西洋美術館，図録番号75　1960．cat．　n」7；　　　’’　　　　　　　　　’　　”

文献：《西洋．美術名作展集　1948年；1’美術研究二154号，　131BL　AIbitm　de～’E．z7）osition‘ノes　Chefs・（1’oeuvre〔1’Art

l949年5月，原色版　　　　　　　　　　　　　　　　（）ccic／entaL　1948；La　I｛　ech　erc／ze　des　Beaux－Arts（Bijutsu’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kenkyu）．　nJ　l54，　Mai　1949．　pl．　en　couleur

東京　個人蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo．　Le　Mus6e　National　d°Art　Occidental（n；D－21）

27　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2了

ノ」・雨降る池　　 1898年　　　　　　　　　　　　　　　　L禽L”　Ttl　NG　SO〔：S　L」PL乙了E　l898

’i由彩，カンヴァス，0．73×0．91　　　　　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile：H．0．728：L．　O．91

左下に署・名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　et　clat6　en　bas～19auche：Claude　」∬onet　98

1鵬・レク・。ン・19371｝・より鯨fl・1順・1966・｝・1阯C°liecli°n、1・Majlma・！：・llectl・n　act・ell・de・ユ937・

西洋美術飽　杁　　　　　　　　A（：hete　pa「1・Mu・ee　N・t1・n・l　dA・t　Occid・n・・1・n　l966

展覧会・1；58年’美の美展II本ネ繍1靴鯨　㌫蕊：溜憲惣隠，蝶㌫1繍㍑
文献：一美術研究』1932年9月Li．；一一画1論a　l942年2月号　　par　le　J。urnal　Ni｝、。n．Keizai。　T。ky。．1958
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東京　国立西洋美術館（所蔵番号P－345）　　　　　　　BIBL　LαRecherche　des　B・C励4rzs（B6uts止Kcnkyu），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Septembre，1932；Cαron，　F6vrier，1942

Tokyo，Le　Mus6e　National　d’Art　Occidental（Inv．　n°P－345）

モネはしだれ柳を好み，数多くの作品に描いている。と　　M・net　aimait　les　saules　pleureurs　que「・n　voit．s・uvent

㌶㌶㌘㌶；き鷺；璽翼質璽籔ミ鷲鶯蕊㌶竃欝繕：難1き
あきらかに日本浮世絵版画から影響をうけた，画面の端　　c。uper　les　m。tifs　par　les　h。rdures　de　t。ile，　certainement

でモティーフを切断するという大胆な構図がみられる。　　infiuencee　des　estampes　jap。naises．
国立西洋美術館の柳の絵は，かなり前から「・J・雨降る池」　Bien　que　la　t・ile　du　Mus6e　Nati・nal　dラArt　Occiden｝；l　est

という名で知られているが，おそらく，1・一ヴル⌒1跳蹴二蕊㍑ぽ㌶ぷ㌶灘
（1897年作）やボストン美術館にある「ジヴェルー一の　　Seine　pres　ae　Givernγ（celle　du　Musee　du　Louvre，　datee・en

近くのセーヌの支流」のヴァリエーションのひとつであ　1897，　celle　de　Boston　Museum　of　Fine　Arts）・

ろう。

28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28

ウォ＿タ＿ルー橋（ロンドン）　1902年　　　　　PONT　DE　MATERLOO　A　LONDRES　lgo2

鰍カンヴ・三，・・655・・…5・m　　呈21＝蕊f蕊㍑。∂，M。　19・2

右下におよび年記　　　　　　　　　　　　　　　　　　Achet6　par　M．　Matsukata；Donn6　par　le　Gouvernement

松方幸次郎氏購入；1959年フランス政府より寄贈　　　　　Frangais　en　195g

展覧会：1960年《松方コレクション名作選抜展》国立西　　EXP．　Mastθrpieces　of　the　Ex・MαtsukαtαCollection・

洋美術館，図録番号77　　　　　　　　　　　　　　　T・ky・，1960，　cat．・n°77

；㌶鑑謬麟㌶年’図版鑑聯㌶蒜㌶’濫職
東京国立西洋美術館（所麟号P’213）　　　T。k，。，L。M。，・。N。，・。n。1・d・A。・・cc・d・…1（1・・．・・P－・・3）

29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29

チャーリング・クロス橋（ロンドン）　　lgo2年ころ　　PONT　DE　CHARI　VC－CROSS　1）E　LONDRES
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vers　l902

油彩，カンヴァス，0．655×1．005m

左下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0，655；L．1，005

松方幸次郎購入・・959年フランス政府より寄贈 　瀧㍑s註9麟㌶〃6＝1，1。G－。。m。m－、

展覧会：1960年《松方コレクション名作選抜展》国立西　　Frangais　en　195g

洋美術館，図録番号78　　　　　　　　　　　　　　　Exp．　Masterpieces。f　the　Ex－Mαtsukαta　Collecti。n，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，1960，　cat．　n°78
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東京　国立西洋美術館（所蔵番号P－212）　　　　　　　T・ky・，　Le　Musee　Nati・nal　d’Art　Occidental（Inv・n°P－212）

30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30

霧のテームズ河　　1901－3年ころ　　　　　　　　　　LA　TAMISE　SOUs　LA　BRσME　vers　l900－3

パステル，紙，0・34×0・50m　　　　　　　　　　　　　pastel　sur　papier；H．0，34；LO，54

左下に署’名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　h　gauche：C1αμ4e　Moηez

山下新太郎氏旧蔵；石橋コレクション　　　　　　　　　Achet6　par　M・Shintaro　Yamashita；Bridgestone　Gallery

東京　ブリヂストン美術館　　　　　　　　　　　　　Tokyo・Bridgestone　Gallery

モネは，連作制作の構想をもって1891年ロンドンに出か　　Ayant肌l　fond　de　son　coeur　le　Projet　de　Peind「e　une　se「ie

けたが，それに着手したのは1899年の秋。テームズ河に　　己vue　de　Lgnd「el　qti’il　y　est　al16　en　i89］，’，Malsil　n；

面したサヴ・イ・ホテ・レに滞在・19・・年・19・1年にも・黙＝蕊：＝：nell鴎＝1㍍；蒜三

ンドンにいったが・1902年には出かけていないようであ　　en　1901．　En　l902，　il　ne　parait　pas　que　Monet　y　6tait．

る。従って，この連作を，習作や写真などによって記憶　D・nc，　il丘nit　sa　s6rie　dans　s・n　atelier　apparemment　en

を新たにしながら，アトリエの中で完成した。　　　　　「af「aichissant　sa　m6m°i「e　d’aP「さs　des　esquisses　et　meme

i鑑二還諜＝；：竺竃1竃齢；ぽ｛；＝＝
ルー橋のみえる眺め，上流をのぞみチャーリング・クロ　　×aterl。。，　et　celle　d・am。nt　avec　le　p。nt　de　Charing．C、。ss．

ス橋のみえる眺め。

31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31

風景　　1901－4年ころ　　　　　　　　　　　　　P・4∬・4CE　ve「s　1901－4

油彩，紙，0・108×0・184m　　　　　　　　　　　　　　Huile　su「toile；H．0・108；L　O・184

右下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　a　dr・ite：C1αμ∂e　M・net

竃灘麟蒸㌶；i；；｛簿入；1962年よ蒜r3＝隠；蕊：㌶＝

鯨個臓　　　　　　　　T°ky°・C°llecti°n　p「iv6e

32　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32

ヴェトゥーユ　　1902年　　　　　　　　　　　　1／－EτHE［了L　l902

油彩，カンヴァス，0・895×0・925m　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0，895；L．　O，925

右下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　Dat6　et　sign6　en　bas　a　dr・ite：1902　Claude　Monet

松方幸次郎氏購入；1959年フランス政府より寄贈　　　　　Achet6　par　M・Matsukata；D・nn6　par　le　Gouvernement
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frangais　en　1959
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展覧会：1960年《松方コレクション》国立西洋美術館，　　EXP．　illαsterpiecesψf　the　Ex－MαtsukαtαCollection，

図録番号76　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo・1960・cat・No・76

文献・《松方コレクシ・ン潮噺銅社，1955年，図版3頁撒，；鵠ll笥〃M　』’ed’Asah’Sh’mbun’

ルーヴル美術館臓の「ヴ・ト・一ユ，夕陽・（n°’396・Il，。un，　va，i。n，，　de　ce，。bleau。u　M。，6。　d。　L。。。，e：

1901年の年記）のヴァリェーシ・ンがある。　　　　　　γ6zんeμil，　Soleil　couchant（lnv．　n。1396，　date　en　lgOl）．

東京　国立西洋美術館（所蔵番号P－215）　　　　　　　T。ky。，　Le、Musee　Nati。nal、d，Art、Occidental（Inv．　n。　p＿215）

33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33

睡蓮　　lgo3年　　　　　　　　　　　　　　　　　IV　YMPHEA　S　lgo3

油彩，カンヴァス，0．81×0．99　　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0，81；LO，99

右下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　et　dat6　en　bas　Ct　droite：Clαude　M・net　1903

デュラン．リュエル；ベルネ＿ム・ジュン；団コレクシ　Collection　Durand－Ruel；Collection　Bernheim－Jeune；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Collection　M．　Dan；Bridgestone　Gallery
ヨン；石橋コレクション

…・1932年・西洋近代絵唖鯨芸術研究所；器鴛忽。1；。f：1鴛㌶撚£麗θ：1
1953年《近代洋画の歩み展）〉国立近代美術館・図録番号　　Ayitmi（Devel。PPement　de　la　peiuture　moderne），　Mus6e

67；1955年《世界名作美術展大阪；1957年．9西洋美術　　Nati。nal　d’Art　M。（lerne，　Tokyo，1953，　n°67；Sekαi

名作展》京都，目録番号242；1960年〈・美の美》展，東　」llfeisaku助1πsμ・Osaka・1955；Chefs－d’oeuvre　de　l’Art

京；1961年《近代西洋絵画名作展＞＞石橋美術館，目録番　Occi4eπzα》・Ky°t°・1957・n°242；Bi’no’Bi・　T°ky°・｝960；

号・9・・962年・鯨石橋コレクシ・ン所蔵・コ・一から1蒜＝，㍑蒜㍑；9㍑1〃i911。鴎Zl

ブラックに至る・フランス絵画展》パリ国立近代美術館，frαncαise　de　Corot　d　Brαque　dans　1αCollection　lshibαshi

図録P・53　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　de　Tokyo，　Paris，1962

蝋・《欧米美術の素人観・・923年，図版番号・・平凡社＝鑑忽㍑二＝㍑㌶2裟鰹；：；

版世界美術全集，第31巻，1928年，図版番号23；平凡社　　助μ励Zenshu，　v。1．31，　ed．　Heib。n．sha，　T。ky。，　lg28，

版世界美術全集，第23巻，1953年，57頁　　　　　　　　p．23；Sekai　Biiutsu　Zenshu，　vol．23，　ed．　Heib・n．sha，

東京　ブリヂストン美術館　　　　　　　　　　　　　T°ky°’1953’P’57

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Bridgestone　Gallery

34　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34

睡蓮　　1903－07年ころ　　　　　　　　　　　　　LES　A’YMPHEA　S　1903－1907

油彩，カンヴァス，0．725×0．92m　　　　　　　　　　　Huile　sur　t。ile；H．0，725；L．0，g2

右下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　a　dr・ite：Clαude　M・net

1919－20年大原氏の委嘱により児島虎次郎氏フランスに　　Achete　Pa「M’To「aji「°K°jima　ve「s　lgl9－20　en　F「ance

硝入　　　　　　　　∴1、㍑ごedu　c°llecti°nneu「°ha「a・f°ndateu「du
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展覧会：1921年3月c，，大原氏所イ∫泰西名画家作品展1’倉　　EXP．　Les　peintures・cci・’len　ta　les　apartena　n　t　d　la　C・llec’

敷；1922年くe同第2回展・．倉敷；1927年4月，、．泰西名　tiotz　Ohara，　lare：Kurashiki・mars　l921；2hme：Kurashiki・

画展・京都・！；28竺3月鉋美術展鯨・1954年2，霊1鑑罐1「eえ1蒜lz『蒜ci＝も2麗：

3月《大原美術館泰酩・目輌展鯨　　　　 。．“＿。1，i、～．。，。1。，∂ld∫，、、：。碗，二T。k，。，　F・：，i。r一

文献：『日仏芸術』1927年6号≡大原コレクションニ大　　Mars，　lg54

原美術館カタログ　　　　　　　　　　　　　　　　　BIBL．　Art　franco－iαponais（Ni・〕hi－Futsu　Geijutsu），　vol．6，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1927・Collecti．on　Ohαrα　le　catalogue　de　Mus6e　Ohara
倉敷　大原美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　　　　°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kurashiki，　Mus6e　Ohara

35　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35

睡蓮の池　　1907年　　　　　　　　　　　　　　L’ETANG　A　（］　L￥Arr，VP∫丑MS　lgO7

油彩，カンヴァス，1．Ol5×O．745　m　　　　　　　　　　　Huile　sur　t。ile；H．1．015：L．0，745

右下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　et　dat6　en　bas　a　droite：Clαu，de　Monet　1907

黒木三次氏；石橋コレクション　　　　　　　　　　　C°llecti°n　M’Sanji　KL1「°ki；B「idgest°ne　Galle「y

展覧会：1925年光風会第12回展、FK，L，kt番号276；1959年　　EXP’12etne　K°fukai’ten，1925’n“276；LαCollection（1e

・ブリヂストン美術館展大阪・1961年近代群絵画蕊：ご1蕊㍑麗1漂ll。㌫鑑゜euvre　de　la

名作展ハ久留米　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BIBL．　Les　c乃φ一d　’oe　u．　vre　de　l・Art　Oτci∂e／zfα／，　Asahi．

文献：t”西洋美術名作集　卓1］日新聞社，1948年，図版番　　Shimbun，1948，　n・12；K’in、da　i　Yogαll・o。4yl〃ηL（D（t／一

号12；．：近代洋画の歩み1955年，p・4；角川版世界美術　　vel・PPelnent　de　la　Peinture　I…deme），　Mus6e　Nati°nal

全集，第36巻，1961年，図版番号16　　　　　　　　　　d’Art　Moderne・　Tokyo・1955・P・4；Sekai　Bijutsu　Zenshu・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vol．36，6d．　Kadokawa，1961，　pl．16

東京　ブリヂストン美術館

日本には五点の「睡蓮」がある。最初の三点は，モネが　　Cinq　N）vmphe’as　existent　au　Japon．　Les　trois　premiers

睡蓮の葉や花よりもむしろ水の反映に没頭した第二番目　aPPa「tiennent　at　la　sec°nde　s6「ie（1903／4－1909）oti　M°net

のシリーズ（1903／4－1909年）に属する．　　　　　　　　s’ad°nne　aux「eflets　dans「ea11〔Plutδt　qu’aux　fleu「s　et

l9・7年の作品と同じ構図のものヵ・，・ンド・のジ・ス蕊蕊’跳s∵。，」umell。　qu、。，，、1a　c。llec，i。n

リン・ウォーカー・コレクションにある（1907年作・　　J・celyn　Walker，　L。ndres（1907，92．7×73．5　cm）．

92．7×73．5cm）。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　Bridgestone　Callery

36　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36

黄昏（ヴェニス）　lgo8年　　　　　　　　　　　LE　SOLEIL　CO　UCIIA　ATT　A　VENISE　l908

油彩，カンヴァス，0．74×0．93m　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．0，74；L．0，93

右下に署・名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　Signe　et　dat（’　en　bas　a　d「°ite：C1αμ∂e　M°net　1908

1920－25年黒木三次氏モネより直接購入　　　　　　　　Achet6　Pa「M’Sanji　Kur°ki（li「ectement　de　M°net　ve「s

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1920－1925；Br三dgestone　Gallery

21



展覧会：1925年光風会第12回展，目録番号275；1932年　　EXP・12eme　Kofukαi－ten，1925，　n°275；Exposition　des

《西洋近代絵画展》東京美術研究所；1953年《近代洋画の　Peintures　m°de「nes　en　Occident・T°ky°・Institut　des

歩み展・鯨，国立近代美竺1959年くくブリヂストン蒜蕊’蕊？とld隠㌶㌶㍑艦
美術館展》大阪；1962年《東尿石橋コレクション所蔵・　M。derne，　T。ky。，　lg53；La　C。llecti。n　de　Bridgest。ne

コローよりブラックに至る・フランス絵画展》パリ国立　　Gallery，　Osaka，1959；Lα　peinture　frαncaise　de　Corot　d

近代美術館，目録番号32　　　　　　　　　　　　　　　Brαque　dαns　la　Collection　Ishibαshi　de　Tokyo，　Paris，

文．献：『美術研究』1932年9月号，図版番号12；角川版　　1962・n°32

世界美術全集・第36巻，・96・年・図版番号・5・ 1マネと＝織鑑1；21；。齢欝Z瓢1漂yd：
モネ」，現代絵画1，1961年，51頁；《近代世画美術全集》　K。d。kawa，　lg61，　p1．51；Manet　et　M。net，　dans．la　collec．

第2巻，社会思想社，1963年，211頁；イヴォン・タイ　　ti。n　M。deme，　v。1．1，　lg61，　p．51，　les　lmpressinnistes　dαns

アンディエ《クロード・モネ》1964年，パリ（フラマリ　　1αCollecti・on　de　cぐ1’Art　Moderne　du　Mon∂e”，　vol・2，

オン）7順。　　　　　　　　　　Sh・k・i・hi・…h・・1963・P・211（t・・t・M・K…e）；1・・n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Taillandier，　Clαude　Monet，　Paris，　Flammarion，1964，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．70，pl

まさしくスペクトルのごとき，色彩の変化　　一つは青　　On　admire　une　d・uble　m・dulati・n　chr・matique，　ex・

い空から夕日の燃える赤い水平線まで，それにヴェネツ　actement　c°mme　un　spect「e・du　ciel　bleu　a！’h°「iz°n「°uge

畷艦、諜㌘驚董麗鑑麗識撒鷲鷲瀞v蒜：
明るくひかる霧の中にみえる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tokyo，　B亘dgestone　Gallery

東京　ブリヂストン美術館

37　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37

睡蓮　　1916年　　　　　　　　　　　　　　　　NYMPHEA　S　l916

油彩，カンヴァス，2．00×2．00m　　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．2，00；L．2，00

左下に署名および年記　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　et　dat6　en　bas　a　9auche：Claude　Monet　1916

松方幸次郎氏購入：1959年フランス政府より寄贈　　　　Achet6　par　M・Matsukata；Donn6　par　le　Gouvernement
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frangais　en　l959

展覧会：1958年《フランス風景画展》ルーアン，図録番
昔138・196・年・松方コレクシ・ン名作選搬国立西㌫．麗：8蒜ご芸1繍跳1：1膓．隠．n：。1；1：

洋美術館，図録番号79　　　　　　　　　　　　　　　　1960，cat．　n・7g

文献：《松方コレクション：：・朝日新聞社，1955年，原色　　BIBL．　LαCo〃eczioηMαtsukatα，6d．　Asahi・Shimbun，

版17；『みつゑ』649号，1959年7月号，原色版75頁；　Toky・・1955・Pl・en　couleur・n’‘17；Mizue・n°649・juillet

『みつゑ』651号，1959年7月号‡曽刊，図版；Fみつゑ』　　1959・　Pl’en　c皿leu「P’75；Mizμe・num6「°sPecial　n°651・

656号・959年，図版・角川版図説世界文化≧第1・麗；9慧；㍗：；。隠9鑑駕舞》；難

巻，1959年，225頁，図版22；角川版世界美術全集，第　n・22；Sekαi．　BiJ’utsu　Zenshu，　voL　36，　lg61，　pl．　en　couleur
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36巻、1961年，原色版5（部分），挿図240頁，（解説富　　n⊃5（detail），　pL　p．240，（texte　S．　Tominaga）

永惣一）。

この大作は，いまテユイルリーのオランジュリー美術館　　La　grande　toile　du　Mus6e　National　d’Art　Occidental　fut

にある大装飾画を描くために，1916年ジヴェルニーの邸　　ex6cut6e　dans　l°atelier　construit　a　1’extremit6　est　de　la

竺懸㌫忽蕊！ぽ，臓鷲灘1ご：蒜蕊
横が6メートル。横が短いものもあったが，高さだけは　　Les　panneaux　que　Mollet　peignit　12i（～taient　pour　la

すべて同じであった。日本にあるモネの作品で最大の　plupart　longs　de　six　mさtres　et　hauts　de　deux　mさtres・

「睡蓮」は，巨大な装飾画の構想から生まれ出たもので　　D’aut「es　6taient　m°ins　l°ngs・mais　t°us　Ctaient　d’une　meme

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　hauteur．　Notre　Nymph6as．　la　plus　grande　parmi　des
ある
　　　゜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oeuvres　de　Monet　au　JaPon，　a　6t6　deriv6　de　1’entreprise

東京　国立西洋美術館（所蔵番号P－209）　　　　　　　des　D6c・rati・ns　g6antes．

Tokyo，　Le　Mlls6e　National　d’Art　Occidental（Inv．　nつP－209）

38　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38

蓮睡　　1918年ころ　　　　　　　　　　　　　　LES　A］　］YMPHIEA　S　vers　1918

油彩，カンヴァス，1．005×1．00m　　　　　　　　　　Huile　sur　toile；H．1，005；L．1，00

右下に署名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sign6　en　bas　a　droite：Claude　il・lonet

≧斐出内⌒入；福原信三氏；1945年ごろ現所隠t蕊1・蕊1罐・＝；4；LShinz⌒

文献・r美術研究・1932年9月号・図｝坂　　瓢隠忽，空1。㌫lll㌶de「　°cci’dent’

神戸　個人蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　BIBL．　LαRecherche　des　Beαux’．Arts（Bijutsu．Kenkyu），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Septembre　l932，　pL

Kob6，　Collection　priv6e
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ラウル・デュフィ，フランスの画家

パリ国立近代美術館長

ベルナール・ドリヴァル

穴沢一・犬訳

とくにフランス的な伝統の中で，とりわけ興味深　　すのに，デュフィがいつも成功より探求を望んだ

いものといえば，たぶん我国の文筆家，音楽家、　　ことを理解なさると思います。彼は常に前進しよ

芸術家たちに見られる，自然らしさ，見せかけの　うとして新らしい試みを行い，結局自分H身を超

容易さ，さらに表lfif的な外見をさえ求める行きノi　えようとして努力するのです。

でありましよう。しかしそれらの奥には芸術的、　　次に彼の芸術の性格を分析することによって，私

人間的な偉人な深みが秘められているのです。ほ　は皆様に，デュフィの野心，彼の偉大さへの欲求と

とんどの国々では文筆家，音楽家，芸術家たちは　彼の発明の大1担さを知っていただきたいのです。

真加lIで重厚な雰囲気を得ようとして心を砕き，

とくにこの偽りの深みが自己の空しさをかくすた　デュフィは御存知のようにノルマンディーのル・

めのものでしかない場合さえあるのに，フランス　アーヴルの生まれですが，ここはブーダンやクロ

ではこれと反対に偽って軽快であろうとする行き　一ド・モネの故郷であり，印象主義の揺箆三の地で

ノ∫が好まれ，しかもこの場合，彼らは最も本質的　　あります。印象i三義はこの地方にしか誕生し得な

な芸術的，人間的な内容に充ち充ちているのであ　かった。と申しますのは，そこでは海とセーヌが

ります。ここからフランス人を表面的な人間と見　湿気を発生させ，それが，その中で光が戯れる霧

る習慣が生まれるわけですが，それは生まれつき　のような雰囲気を作りヒげるのです。幼年時代か

美しい魂，立派な教育を受けた精神が，そのはじ　ら，この比べるもののない真珠のような光，風が

らいによって，ほほえみのかげに彼らの苦心を偽　雲を追う活き活きとした大空や，海や河の動きに

装するだけのことなのです。文学ではラフォンテ　親しんでいたデュフィは，いわば印象派の影響に

一 ヌ，マリヴォー，ジロドゥーが並び，音楽では，　従うようにあらかじめ定められていたともいえま

この伝統はクープラン，ラモー，シャブリエそし　しょう。

てラヴェルに見出されるのです。

絵画にも1司様にこの伝統は存在し，中世，ランプ　　罵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sfP”“Tr＾，
一 棚弟から，近代さらにボナーノレとデ・フ・に t・pm，・，・・“’i’i，　°

㌶㌫ま㌫論㌫㌫；麗勲屡」　1　鐵
統で最もよき代表者でしょう。　　　　　　　　　　　騨ざい　：・　　　　N　　　叉　　　　　，

芸術の展開を跡づけ，次にその性格を分析してい≡W．三‘ ぎ臨㌧～」バ
遼耀㍊騰；鷲；ξ9ンぽ祭∴。鋤麟
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ような柔らかな真珠母色の光を持ちつづけます．

最後に、一一生のあいだ彼は，近代人の絶えることな

く生成しつづけるスヘクタルを描こうとします．

ちょうど1945年の・麦うつ人』に兄るように，変

りゆき変動する，このような工業的な機械をとも

なって現代llt界のii’に起る風景をです。このよう

にして彼は，日常生活に無関’d・な今日の絵画の中

で，特異な位置を占めるのです。彼は印象派やド

ガ、トゥールーズ・ロートレックの近代精神を継

承するのです，しかし1902年のi若いデュフィが，

このように印象il義に近かったとしても，彼はま

たその危険を知りそれを避けようとしたのです。

このクロード・モネの、ヴェニスの眺め＼を兄て

みましよう。ここでは雰囲気に対する関心がいち

ぢるしく強いので、モネは彼の描くすべてのもの

を，ノく気の不確定な性格のドに置いています。

家々や教会はそれを包んでいる空気と同じように

丁で触れることのできぬものとなっています。す

h．、．．．，＿柏杓　　へては形も密度ももたぬ雲でしかないのです．

星空　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この欠点を認めつつ　サント・アドレスの海岸’

蕊鑓鷲麗忽聖す≡ビ裟灘賜襯
彼はこの1933年の、ラングルのとり入れ　に見る　麦うっ人
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を描いたデュフィは，人物や対象の構成につとめ　　だったのです。色彩は人物や対象に生気を与え，

ています。彼は桟橋のフォルムを神経質に強調し，　それらを光と空間の中に位置させています。アラ

非常な正確さとエスプリをもって，男女の姿を描　　ベスクはコンポジションを固め，そしてリズムを

くことに心を川いています。一言でいえば彼は印　　与えています。このリズムは喜びにあふれ，ダイ

象1三義の欠点を避け，それを完全なものにしよう　ナミックに，描かれた風景の性格と，この風景を

としたのです。　　　　　　　　　　　　　　　　前にしたデュフィの感動に対応しています。フォ

彼は1905年，マチスの《家箸，静寂，逸楽“によ　一ヴィスムはこのようにして，いっそうよく，彼

って示されるフォーヴィスムの教訓を理解するよ　の描く事物の真実，そして彼の内部の真実を表わ

うになります。彼はこれについて次のようにいっ　すことを可能にしたのです。

ています。「この絵の前で，私は描くことの新ら　単純化，要約すること，暗示の方法を与えること

しい存在理由のすべてを理解した。デッサンと色　　によって，フォーヴィスムはデュフィにその素速

彩に翻訳されたこの想像力の奇蹟を眺めるとき，　　さと完全さのうちに彼の感動を再現する可能性を

印象主義の写実はその魅力を失った。」　　　　　　与え，同時に観る者に彼の情緒を，その衝動的な

マチスのこの傑作によってフォーヴィスムの信者　噴出のうちに伝える可能性を与えたのです。この

となったデュフィは，これ以後パリに定住し，こ　　ように彼の、・トゥルーヴィルのポスター》におい

の時いらいフォーヴの両家となるのです。　　　　て彼の暗示の芸術，綜合の熟達はその頂点に達し

フォーヴの画家とはlli∫を意味するのでしょうか？　ています。彼の人物たちの輪郭がどのように描か

これはまず色彩を愛する画家であり，それが彼に　れているか，とくに中央の人物の帽｝が描かれて

色彩を川いさせる機会を与えるという理由で，主　　いる様子を見て一ドさい。黄色の円いタッチ，青黒

題を選ぶ画家のことであり，生き生きと高まった　い半円のアクセント，黄色の半円のタッチ，デコ

ことをいうのです。彼は“gn（一で飾られた町》を，

llr∫回も描いていて，このシリーズの最も美しい作

品は展覧会でご覧になれますが，それは旗が彼に

力強い音調のシンフォニーを実現することを可能

にしてくれるからなのです。

しかしフォーヴィスムとはまた他のものでもあり

ます。それは絵画の単純化であり，複雑な方法を

すててすべてを二つの偉大な，単純な方法，すな

わち色彩とアラベスク，線のたわむれによって表

のカブ・・では，この二つのもの，この二つだ1ナ　　　　　　　　．ikK
が，デュフィにとってすべてを表現するのに充分　　トゥルーヴィルのポスター
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フィにとって帽子の形を表わすには，これで充分　　と共通して持ったもので，それが彼として，幾1可

だったのです。この極端な節約というものが，す　学的な，角ばった厳格な形体に背を向けさせたの

ぐれた熟達の最もよい証拠であることがお判りに　です．次に彼の要約に対する好み，さらに彼の綜

なると思います。　　　　　　　　　　　　　　　　合への傾向があげられます。これがキュビスムの

しかしフォーヴの絵でこのような熟練に達したデ　画家たちが行った，フォルムの分析から，彼を遠

ユフィは，それにあきたらなくなったのも早かっ　ざけたのです。最後に彼の幻想的なものに対する

たのです．彼の友達で1908年マルセイユに近い工　趣味，衝動的な創意工犬，「1然さ，自発性への好

スタックに一・緒に旅行した同じル・アーヴル出身　　みがあり，これらがキュビスムの，重々しい，時間

のブラックと同様，彼は色彩によって生気を与え　　をかけた熟考と彼を別のものにしているのです。

られた，この素速い絵画を離れます，1906｛トのサ　　このようにしてデュフィは，キュビストにはなら

ロン・ドートンヌの回顧展を見て、セザンヌの影　　なかったわけですが，彼はいわばキュビスムの義

響を受けた彼は，フォルムを組、‘ノ：て，画11’liを構成　勇兵ともいうべき存在で，自己の芸術を豊かに深

しようとします。これはまたブラックの野心でも　めるため，セザンヌの教訓を利川したのでした。

あったのです。ここから二人の友達は同じ1908年　　この芸術はじっさい1908年から1918年ごろにかけ

の夏一緒に制作を行い，それらの作品は多くの類　　て，厳しい，そしていわば裸になった時期を経過

似点を示していますが，いま続けてお「｜にかける　　します，この　静物　のように画面には形はわず

ブラックの　エスタックの家　とデュフィの　マ　かですが，しかしそれからのフォルムは堅固でカ

ルセイユの港＼でお判りと思います。これは同じ　強いものです。

パレット　　ニ人のフォーヴ時代のパレットとは　　巨大なパレットは重々しく深みがあり，オークル

全く違いますが　　控え目で抑制されていてオー　　とフルッシャン・ブルーが首位を占め，デュフィ

クルの色調を好みます．これは執ようなデッサン　　がゴシックのステンドグラスから借りてきた非常

であり，フォルムを翻訳するのがll的なのです，　　に特殊な黄色が調子をつけています。今お目にか

このフォルムは，それをいっそうよく確認するた　　けている　サント・アドレスの眺め＼がその例で

め，それを幾1可学的なヴォリームに転化させる，　　す．

同じ単純化への意志なのです。デュフィは，ここ　堂々たるアクセント，形体にステンドグラスの大

ではブラックと全く同様，キュビスムへの人目に　　きさを与えようとする意志。例えばこの《釣りを

立っているのです．しかしこの境界線を，デュフ　　する人　です。デュフィの芸術は厳しさ，モニュ

ィは越えませんでした。一ノ」ブラックは，御存知　　メンタルな性格，様式を得ますが，この《釣りを

の通りピカソと共に，キュビスムを進めていった　する人に見えるように，彼の優雅さ，エスプリ，

のです。何がデュフィをそうさせたのか？　この　彼の精神的な幻想的性格をけっして失ってはいな

《黄色のテーブノいがその原因を明らかにしてく　いのです．

れるでしょう。最初に彼の曲線への好みがありま　彼がその厳格ではりつめた様式にいつまでも留っ

す。この趣床はマチスや他のフォーヴの画家たち　ていなかったのは不思議ではありません。マチス
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と同じ時期に，彼は同じ理由で，くつろいだ，ほ　点を見続け，しかもそのシルエットは別の場所に

ほえみに充ちた様式にかえります。これは戦後｛rl　見えているのを経験したのでした。彼はそこで我

ちかえった平和の幸福，勝利のよろこびであり，ふ　　々の網膜は輪郭よりも色彩によって，いっそう長

たたび生活をたのしもうとする欲望であります。　　く印象づけられるものだという結論を出したので

デュフィはこのようにして1918年から1930年ごろ　す。色彩も輪郭もしたがって確定したものではな

までよろこびの時期を通過し，一方で新しいイン　いが，しかし独立したものであり，画家はそれら

スピレーションを見出し，他方では新しい技法を　を不確定的にする権利をもっている。ちょうどデ

確立していきます。このインスビレーシ。ンを、　ユフィがこのサーカスの場面》で行ったよう

デュフィはこれまでめったに扱われたことのない　　に。

主題に求め，一方この時期にいっそう一般的にな　　この線と色調の独｛tlをデュフィは進んで彼の芸術

ってきたヒ題に求めたのです。第一のものは裸体　　に導人したわけですが，同時に彼はこれがしばし

と肖像ですが，その例がこのイギリス家族，ケス　ば，民芸や装飾芸術にも，また見られることに気

ラー家の馬に乗った肖像画です。第二の主題のう　がついたのです。版画もこれを行うことから，彼

ちには，現われては消えてしまう現代的なもの，　　は版画に興味を示します。皆様は展覧会でこれら

全く一時的な流行，たとえばボート競漕や，また　　のイマージュの素晴らしい例をごらんになること

この（〈ドーヴィル競馬場の調教場’のような風景　ができます。装飾芸術，とくに布地もこの原理を

があります。デュフィはこれらのすべて　　自然　　行っていて，彼はその芸術活動の大きな部分をそ

が彼に与えるといっそう恒常的な，裸の人体から，　れに費したのでした。それは彼が毎日のパンを得

現代のモードが彼の目に触れさせるといっそう消　　るために行なわなければならないことでもあった

えやすいものまで，また人生が彼に与えるいっそ　　のです。最初のうち，印象主義とフォーヴの時期

うひそやかな，人間の顔から，人生が彼に示すい　に彼は大きな成功を博しました。しかし，彼の愛

っそう外面的で空しいものまでのいっさいを楽し　好者たちは，彼がセザンヌ風の様式に移った時，

んだようです。　　　　　　　　　　　　　　　　ついていくことができなくなったのです。注文も

じつに多種多様な存在にみちたこの宇宙的な複雑　　なく，彼は他の方法で生計を得なければならなか

さを，デュフィは彼が当時見出した発見から編み　　ったのですが，彼は染織の中でそれを得ることが

出されていった技法によって表現します。それは　できました。有名な仕立師ポワレのおかげで，彼は

色彩とフォルムの独立性ということなのです。彼　布地の数多くのモデル制作の注文を得たのです。

自身，彼がどのようにこれを経験したかを語って　　リヨンのビヤンキー二も注文をくれたので，そん

います。英仏海峡に面したオンフルールの堤防の　　な風にして彼は生活していくことができたのです。

上を散歩しながら，ある日彼の視線は，この堤防　　しかし織物業のために働きながら，彼は占い布地

の一Lを走っていく小さな女の子の赤い洋服に惹き　とタピスリーを研究し，これらの芸術の中にも，

つけられたのです。彼はこの小さな女の子がもう　デッサンと色彩が独、Zしていたことに彼は気付い

駈け去っていなくなった地点に，その洋服の赤い　たのでした。どうして同じことを絵画で行っては
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いけないだろうか？　例えばこの　グラッスの眺　　る伝統にみるように、画面の一L方と，奥からはや

め　のようにr　　　　　　　　　　　　　　　　って来ないのです一光は側面から水’1’iにやって来

彼はまたこれらの装飾的な素晴しさが，二つの別　　ます，そしてそれが出来るだけ生き生きとするよ

な方法に原因していることに気付き，それによっ　　うに，光は同時に1両面の両側から来ることさえあ

て彼の絵画を豊かにしようと没頭しました一第一　　ります，外見よりずっと驚くべき大胆さで，デュ

は遠近法を川いないこと，そして奥行きを拒否し　ブイはためらうことなく占い伝統的な光のシステ

て、人物や’ig物をスクリーンのような背景の中に　　ムと丁を切り、すべての作品から工夫された，最

配置することです．第二のノ∫法は光の当てノ」の新　　大限に色彩を生かすべき新しい彼のシステムを実

しい観念です一彼の場合，光は、西欧絵1両におけ　　行に移し、画面にいちぢるしい装飾的な特質をij・

灘懸縷・　　　　　鍵　　’，　ξ　　”　　　 醗ぽ導

灘璽鑛llgeglpmei…畢環騨蟹響響・欝騨
木かげの乗馬
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えたのです。　　　　　　　　　　　　　　　　　純粋絵画なのです。

しかし彼の場合驚くべきことは，これらの造形的　　幸福なそしてすばらしい特質が花開くことによっ

な工犬が真実や詩というものを損わないばかりか　て、ついにデュフィはふたたび成功をかち得ます。

まったく反対なのだということです。もう一度　　しかしこの成功へのカムバックは，彼にとっては

《木かげの乗馬》という名で知られている馬に乗　　さらに自已を乗りこえて進んでゆく機会でしかな

ったイギリス人家族の肖像画を眺めてみましょう。　かったのでした。最後に彼は偉大な記念碑的なア

輪郭線と色のタッチの独立性，また線が色彩の帯　　ンサンブルを実現します。1936年ごろ彼は三つの

で縁どられているやり方が，作品に装飾的な性格　注文を受け，壁而の大きさからいっても今IJIr紀の

を与え，人物の背後にあって視線をさえぎってい　モニュメンタルな画家たちのうち最もすぐれた一

る木の茂みに原因する，奥行きの阻止と一致して　人であることを示しました。これらの注文のうち

いるのです。しかしデッサンと色彩のこのような　の一つ，パリのシャイヨー宮の劇場のバーの装飾

特殊な扱い方は，もう一つの別の結果をもたらし　作品は，この展覧会でやがてごらんになることが

ます。それは，それによって我々は木々の枝がそ　できます。もう一つはパリ美術館の装飾画で，そ

よ風によってゆすられ，そして光がこの動く網目　の下絵は展覧会に見られますが，今お目にかけて

を通して射し込み，光もまた動き出して，人物た　いるのはこれらの下絵の一つです。

ちや馬の輪郭を変化させ，これが，それらを雰囲　1937年のパリ万国博覧会の電気館の装飾画は，Itt

気の中にいっそうよく配置するのだという印象を　界最大の絵画です。大きさは高さ10m長さ60m

与えるのです。この真実は，しかし少しも詩情を　を超えるもので，皆様は展覧会で下絵をご覧にな

損うことなく，実は反対なのです。デュフィはこ　れますが，今ここで五つの部分に切って次々とこ

の乗馬に熱中するイギリスのブルジ・ワたちを，　　の壁画をお見せしましょう。

妖精的な存在に変えてしまい，われわれの物理的　　デュフィの芸術にとって芸術的大画面の制作はど

な宇宙の偶然性を除いてしまうのです。彼の場合，　んな結果をもたらしたでしょうか？　最初にまず

真実と詩と絵画はじつに幸福に共存しているので　彼はいっそう大きく，柔軟さと権威をもって描く

真実の要素は詩的に装飾的になり，装飾的要素は　　ことを学んだことです。次にこの経験は彼に大き

真実と詩になる。そして詩的な要素は真実と装飾　　な而で描くことを教え，最後に統合への強い要求

的な特質に変化するのです。たとえばデュフィが　　を与えたのです。例えば展覧会に見られる《サン

構図の下の部分の前面に描き入れる蝶や蜜蜂は，　　ト・マクシームの松》のように，これらのすべて

それらがなくては除りに空きすぎて1，・Jもない空間　　の性格がこの当時描かれた作品に認められます。

を填めるための装飾的な要素でしょうか？　ある　そしてそれは，これに続く最後の様式，1939年か

いは幻想や魅力に溢れた気ままな発想なのだろう　ら1953年の彼の死去までの彼自身の様式の中にい

か？　それらは同時にこの両方であり，このよう　っそう明瞭に現われています。

にしてデュフィはこの作品を彼の三つの領域の交　　この様式はしばしば㍉㌣階的、と特質づけられま

叉点に位置させるのです。その三つとは真実，詩，　すが，この名称は当時デュフィが，彼のそれぞれ
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の作品を一つのドミナントな色調で統一する趣味　粋なまなざしを送るので，彼の芸術はそれらを再

をもっていたことから，正当なものと思われます。　生させ讃めたたえ，すべてをその平和とよろこび

例えば今映っている．バラ色のヴァイオリン》で　　にあずからせるのです。このようにデュフィが

は一般にバラ色の調和が支配的でこの作品にも用　　くパリのゲルマ街のアトリエ“を描いたとき

いられている白と黒はたんにヴァノレールを与える　そこに彼は半世紀の間住んでいたわけですが，こ

ためだけのものです。このようにして作品は統一　　の見なれた，平凡で散文的な現実は詩に姿を変え，

を獲得し，作品はたとえ小さくとも，作品にこの　　この詩は愛と静かさで充ち溢れます。「天才とは

上ない大きさを与えるのです。　　　　　　　　　再び見出された幼年時代なのだ」といったのはボ

さらに平行して，デュフィはエスフリからリリシ　　ードレールでしたが，これは一・世紀前に，ボナー

ズムへ，アイロニーから愛へ，わんぱくから幼児　　ルとデュフィの芸術を予言しています。

に移ってゆく。彼の芸術は長い間精神的だった。　　しかしこのデュフィは苦しみの人でありました。

最も正しくそして愉快なエスフリに充ちていた。　1937年いらい，肉体を歪めるリューマチに侵され

今や彼は熱烈になり，一つの純粋な詩となるので　た彼は，苛酷な肉体的苦痛を味わいました。さら

す。長い間彼は人生と人間のスペクタルを楽しん　に精神においても，病いが彼の両手を変形させた

できた。今や彼はこの見ものを，限りないやさし　時，彼は制作することができなくなったのです。

さを以て眺めるのです。いたづら，あざ笑い，彼　　何という芸術の奇蹟！　このいたましい存在がよ

の芸術はかつて意地悪でふざけ好きな腕口小僧の　ろこびの歌をひびかせ，それによって彼は彼の存

芸術だったのです。しかし今それは，すべての物　　在，その豊かな生涯を飾り，我マに三つの教訓を

の前で驚嘆する子供の芸術となりました。たとえ　　残しています。

それらが最もありふれたものであり，最も慣れ親　最初は真の芸術家というものは，成功を求めるこ

しんだものであっても，彼はそれらに，かくも純　となく，先づ自分自身のために探求を行い，常に

鷺醗・・　　　　ご演i謡．．ものは・ただ働くこと，努力と苦痛によってのみ
な．∴一　”・　　　　　　　　　　　’1パ肇湊患、1獲られるのだということです。三番目には，偉大
きマ　ごゼ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　，　f’：　、SJ　1：　　

　慾　　　　　　　　　　　　…ご一・ユ’：　な芸術家とはlli∫よりもまず創造者であること
蒸鐸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　・一　　、，　　　　　　　　　　　　　　　ノ

難、

弍緑　　　　ることです．じっさいデ。ブイの技法｝よ戸チス

＼．

彼の技法を創造し，彼の詩を創造する創造者であ

やブラックに比べて，決して新しくなかったり，

大胆でなかったりすることはなく，彼の詩も決し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～…　　，　て1固性的でないということはないのです。これこ

バラ色のヴァイオリン　　　’　”　　　　　　　そ今私が皆様の前に述べていきたいと思うことな
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のです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な効果は得られないのです。この《バッハ礼讃》

デュフィの芸術で最初に打たれるのは，彼の芸術　が一例です。

の多様1生とその熟練であります。彼は単に画家で　職人であることを愛したデュブイは，彼が完壁な，

あるだけではありません。彼はまた版画家であり，　師匠の技術を身につけるまでは満足しないのです。

タピスリー作家，陶器作家でもあるのです。皆様　　しかしこれは彼が芸達者を喜ぶからでなく，むし

はこの展覧会でこれらの多種多様のテクニックに　ろ反対なのです，彼は手わざに心を許すことなく，

おける彼の活動ぶりをご覧になることができます　デッサンをする時，彼はしばしば左手を使うほど

が，そのうち最も成功しているものの一つが，陶　　でした。というのは右手ではあまりに容易に描い

器作家としての活動でしょう。彼はこの芸術で魅　　てしまうからなのです。つまり，先づ最初彼は彼

力的な傑作を生み出しましたが，その一例をお日　の技法を身につけようとするのですが，それに支

にかけます。　　　　　　　　　　　配されてしまわないようにすることなのです。次
デュフィがこれらのいろいろな種類のテクニック　に彼はその技巧を，投げやりな，さらには不器用

で制作したのは，それは彼が魂の職人，手で考え　な外見のドにかくすのです。

る職人であり，よく仕上げられた美しい仕事を愛　例えばこの・・，ドーヴィルの調教場》を見てみまし

したからであります。この点から，彼の絵具の探　　よう。ここで彼は我々に美しい夏の一日，陽に照、

求，油よりいっそう魅力的な味わいをもった，発　　らされた競馬場の印象を与えようとしています。

見者の名前をとってミマロジェー．とよばれてい　で彼は，この印象を我々に与えるのに適した，赤

る媒剤を用いたこと以一Lに特徴的なことはないで　　と青の交響楽を想像したわけです。従って画面の

しょう。これは絵具に肌目とねばり、透明さ，七　中央にはライトモチーフの赤があり，左右には中

宝のような特質を与えるもので，油ではこのよう　央の和音に応えて漸次弱まっていく「デクレッシ

ドーヴィルの調教場
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エンドーがあります。左側では「デクレッシェン　基本的な制作のいくつかの独創性について述べま

ドーは色があせるようになり，見る者には赤から　した。線と色彩の独立性，多くの光源から照らさ

バラ色に移ります，右側では「デクレッシェン　れる，斜めや水Htlの照明法などがそれです。私は

ド」は暗くなっていき、我々には赤は栗色に変っ　皆様の注意をこの芸術のさらに別な，新しい大胆

ていくのです。上部には巾広い青の帯が拡がり，　　な二つの性格，デ・サンの描き方と色彩の扱い方

この吉さは木々の緑をもili’くしてしまいます。彼　に向けたいと思います。

は構図のド部を青の小さな1’↑符の一連によってリ　デュフィのデッサンには，インクやヘンのものも

ズムをiJ”えますが，このliitはヒ部の青に応え，そ　あれば，鉛筆や木炭のものもあります。彼が硬い

れを釣合わせるためなのですTこれが，アンドレ・　正確な，そして線を引く道具であるヘンによるデ

ロートが見事に名付けた一造形韻一であり，ちょ　ッサンに天分があるということは，従って彼は線

うど詩で韻をふむように，もっぱら画面の調和を　　によるデッサンをすることです。それはまた線だ

創り出すためのものです。このようにして皆様は　　けで，影を川いることなしにそのフォルムをとと

この駆け足の分析によって，この画llriiはバッハの　　のえ，肉付けし，それらを空間と光の中に配置す

フーガのように計算され、偶然のまま放置されて　　るということになりますrそうするために，彼は

いるものはf可一・つないことがお判りになるでしょ　線をほんの少し太くしたり細くしたり，ほんの少

う。しかしこの探求をデュフではかくしてしまう　　し黒くしたり薄くしたり，ほんの少し力を人れた

のです．コケットを交えて，彼はこの探求を投げ　　り、その反対に軽くしたりするだけで充分なので

やりな外見，さらに不器川な外見の裏にかくして　　す。しかし外的なllヒ界の事物を確定するこのデッ

しまうのです。このように考え抜かれた絵画を，　　サンは，またデュフィの内面の世界を示すもので

デュフィは我々に，彼が即興で作ったと信じさせ　　もあるのです。それによって我々は，デュフィが

たいと願い，彼にとっては同時にド絵の動きと生　　このスヘクタクルを前にして何を感じたか，こん

命を保ち，またその慎みによって，我々の眼に彼　　　　　　　　一　　一　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　デッサン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71



な風景をどう考えたか，この顔の前ではどんな感　　であり，光にみちみちた海のめくるめくばかりの

じがしたかを知ることができるのです。即ちデッ　輝きなのです。このようにして皆様はデュフィの

サンは文字（Ecriture）であり，どんな場合でも　発明の正しさを感じとられたことと思います。デ

筆者の情緒に応じ，それを確実に翻訳してくれる　　ッサンであれ色彩であれ，彼は常に最上の，そし

最も従順な文字なのです。デュフィのデッサンの　て同時に最も新しい解決を見出すのです。

場合はその筆相学（Graphologie）が可能なほど　ラウル・デュフィの芸術を常に決定するもの，そ

で，彼はじつによくこの要素に従っているので，　　れはそのメティエの創造における完全な幸福なの

彼は内的な生活の最も柔軟なそして忠実な召使い　　です。この幸福は彼にとってその芸術の1－1的と同

とすることができたのです。彼にとって，デッサ　　じく必要だったのです。その目的とは幸福を語る

ンとはたんに宇宙をとらえる一つの手段であるば　　ことなのです。メティエの幸福をもつということ

かりでなく，自我と非我　　我以外のものとが相　は，彼の絵画がその使命である幸福を語ること，

会する彼自身をとらえる手段でもあったのです。　　いやむしろ敢て幸福を語るという，使命が完全に

西欧の芸術家のうち彼以外の誰も，書（Calligra一　果されれば果されるほど必要だったのです。とい

phie）という面からこのように極東に近づいた作　　うのは敢て行うためには多くの勇気が必要だから

家はいなかったでしょう。　　　　　　　　　　　です。悲劇的な芸術を行い，不安や苦悩，そして

色彩についてはこれもまたデコフィの独創的な発　絶望を扱うことはじつにやさしいし，いっそう魅

明ですが，単なる思い付きではありません。外的　力的でもある。美をうたい，楽しみをいわい，よ

な世界の対象を，それらに固有な色調で表現する　ろこびを高めたデュフィは，しかし勇気があった

ことから遠く離れて，デュフィはそれらを想像の　のです！　「眼とはみにくいものを消すために作

色彩で表わすのですが，それらの色はじっさいの　　られいる」と彼はいっています。このようにして

色よりずっとゆたかな変化をもち，忠実なそのま　彼のk・ペルビニャンのアトリエ》で窓が美しくな

まの再現よりずっとよく表現されています。例え　いのを見てとった彼は，それを透明に描き，見た

ばこの，パリ国立近代美術館の晦と浴女と貝・　眼に美しい赤い屋根の家が見えるようにしたので

をごらん下さい。皆様はたぶん最初にデュフィが　　した。彼は彼の描くすべてを美化しましたが，彼

海を黒く描いたことでびっくりされると思います。の感じとる生きるよろこびを完全に表わすことは

しかし皆様が，偉大な色彩画家の素晴らしい技巧　　できませんでした。彼は嘆じてこういうことでし

によって，デュフィがどの点で，この黒の彩色を　　よう。「私はずいぶんやったんだ。だが私の内に

行ったか，また彩るというより輝きを与えたかに　あるよろこびの半分も貴方に上げることができな

気付かれた時，皆様は太陽の光の下の海の眼のく　い」と。

らむばかりの輝きを表現する最一ヒの方法は，黒で　生きるということはこんなにも倖せであり，世界

描くことだとお判りになることでしょう。この黒　の美しさ，存在することの素晴らしさに心から満

の色は決して単なる気まぐれではなく，写し出さ　足している彼は，自分の経験を我々に伝えるため，

れた景色の性格を表わす最上の可能性をもった色　　その絵画に香り高いヘドニズムを用いなければな
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らなかった。例えば，もし彼がハンテイスムを拒　最初に申Lげ，そして今ここに再び見出した，デュ

むとすれば，それはこの自然を充分に味わうため　フィのとくにフランス的な性格に逢うわけです。

に，彼はそれを日然の中に組み人れるべきではな　　さて、我々の画家のこのような性格を認めること

かったからなのです，もし私が　アンフィトリ　以外に，どんな結論があるというのでしょうか？

テ“の背景になっている糸晴らしい海に没人して　　たぶん現代フランス1面家のうち，彼より偉大な画

しまったら、もし私がそれに融合してしまったら，　家を見出すことはできましょう。しかしボナール

どうして私はその海のII「さの美しさを味わうこと　一人を除けば，彼よりフランス的な1両家は一’人も

ができるだろう？　同じ理由でデュフィの芸術は　　いないのですr

いささかも官能的ではないのです・女性の肉体の　（本稿は，テユフィ［・1顧展を記念して1967年11月4LIに

美しさを味わうためには・精神も知性も・単なる　　国立西洋美術館で行われた講演を再録したものであるr）

官能に身を委せてはいけないのです，デュフィの

場合は反対に，知性と精神は，官能を洗煉し，澄

明にし，いっそう強化された，透明で貴屯なもの

に変えてしまい，　・言でいえば官能を，よりいっ

そうよく味わわせるようにしむけるのです。ここ

でデュフィは，すべての知性の働きの代価をはら

って得られる，消えることない感動を兄出す，あ

のフルーストに近づいてゆきます，デュフィでし

ばしばお目にかかるアイロニーも、心が自分「1身

のたんなるデューフでしかないことのないよう

に，そして結局、心によりよくよろこびを味わせ

ることができるための，一・つのT’段に過ぎません

人は愛しているという意識なしには真実に愛する

ことはない。明快さというものは，愛が真実であ

りそして全的に愛であるための条件なのです．デ

ュフィはこれを知っていた．彼は彼のすべての作

品の中に大小を問わず，知性のための余地を残す

ことに心を砕いたのでした，このノ」法によって彼

の作品がいっそう熱烈になり，愛がいっそう真実

になるために。しかしこのようにすることによっ

て，一挙に，知性と幸福の根源を守ることによっ

て，デュフィは特別にフランス的な伝統にf中間人

りするのです。そしてこの伝統はまた，この話の
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ホルバインの「大使達」について

干足伸行

Fig．1



ハンス・ホルバイン（1497198～1543）の、大使Fig．1ヒ下二段の台架のLの様マなモチーフについてそ

達勢（ロンドン，ナショナル・ギャラリー）は現　の1三なものを拾ってゆくと，まずL段の左はしに

存する彼の多くの肖像画の中でも最も記念的なも　は（1）天文学ないしは占星学川の天球儀が見え

ののひとつに数えられている。二記念碑的」とい　ている一ここにはいくつかの星座名がラテン語で，

うのはこの作品がホルバインの円熟期を代表する　動物の図柄とともに克明に記入されている。（2）

作1｛了，（1533年，ホノレバイン35～36歳）であり，か　　その右どなりに、’tlててあるのは円筒形の日時，ll’で

つその規模（207×209．5　cm）からいってもおそら　あるが，　D．　Piperによればこの状態だと4月11日

く（壁画川に描かれたものを別にすれば）彼の最　　ないしは8Jl　1511を示すものであるという2。こ

大の肖像画に属する，という意味であるが、同時　の日付には特にいわれはないのかも知れないが、

にこれが全身でなく止’P身の単独像が大’Pをlliめ

る彼の肖像画のliTにあって、数少ない全身像によ

る，しかも複数人物の肖像画のひとつである、とい

う事実もこの作品の重要性の’翼を担っている一

また一・方ホルバインの　メランコリア　とも、；’わ

れるこの作品にはイコノグラフィックな意昧で、

未解決の，ないしは議論の余地ある問題点がいく

つか含まれており、その意味でも大変興味深い作

品である．そこでここでは先ずこれらの問題に人

る前に，作品各部に一通りのdescriptionを勺・え

ておくのが便利のようである．　　　　　　　　　Flg　2

まず二人の人物であるが、これはすでに注でもの　　，一一r　　　　　　．　　　、　　　　　　　　　、

篇＝蕊1㌫：1；P篇；愈鞍∴　・．繍！
に｛t二つのがLav・u・の司教G…g・d・S・1・・≡．鷲　1．1、　ee「1：k；1　ε

（1508／9～1541）。　ド・セルヴにとってはこの‖Sが　　　　　　　　　　　　　”　　　、turl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F初めてのイギリス訪問であるが，ダントヴイルの　　　　　　　　・　　l　　i　ロ　　　　∨

ノ」は1531年以来1〕1∫後51・1Ll蛾しており・これが3　惨・　　琴融　 e・一、

；隠∴㌶㌶㌶㌶；∴㌔、xンご　9　ぶ竺
肘の下にある書物の側面の，1　iiき込みからそれぞれFig．3　　　　‘　1

29歳，25歳であることが知られている。（セルヴ　　　　　　　　】・　　一・　一

は実際ここに見るように，25歳にしてすでにかな

り老成した感があったという）。二人の問にある　Fig．3
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ただセノレヴのイギリス訪問が1533年の4月初めか

ら5月末までであったことを思うと，彼のイギリ

ス到着に関係のある日付ということも考えられる。

これと同様（あるいは同一・の）日時計はイギリス

時代のホルバインの友人であり，またヘンリ八ill；

f・」◆きのll〒星学者であったNKratzerの肖像（1528Fig．4

年，バリ，ノレーヴノレ美術館）にも見えている。

（3）この日時計の右どなりには二種類の四分儀

がおかれているが，その一・ノiはやはり前記Krafzer

の肖像画の中にも兄えている。（4）多面体の日

時計．

ド段に移るとまず左はしに（5）地球儀が見えるFig．5

が，これは1523年にニュールンベルクで発売され

たJohann　Sch6ner製作のものを写したもので

あるこどが知られている（なお現在もこの内3箇

が保存されているという）．ホルバインはこの地球

儀を極めて忠実にIIJ：現しているが，ただSch6ner

のものには兄られない地名もいくつか記人されて
Fl94　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おり、これらはいずれもタントヴィルないしはセ

ルヴに何らかの意味でゆかりのあるものと想像さ

れる．，とりわけ常識的にはこの程度の地球儀にの

るはずのない‘‘　Polisy　”という地名が加えられて

いることは，この地が実はダントヴィルの領地で

あったことを思うと，この作品に着手するに当っ

ての作者と注文1三との打合せがいかに入念であっ

たかをうかがわせる。　（6）その前方に半開きに

なっている、IF物は占星学者であり，地理学者でも

あったPetrus　Apianus（1501～1552）の「Kauf－

fmanss　Rechnung－　（lngolstadt，　1527年刊）。

（7）この右に1・i・il刑きになっているのはJohann

Walther（1496～ユ57（））作llhの讃美歌集「Geystlich

Gesang－Buchleyn」（Wittenberg，1524年刊りこ

Fig．5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れはフロテストタント教会川の最初の多声性の讃
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美歌集として，音楽史的にも頂要なものとされて　　ヒ述の讃美歌集にルターの讃美歌（無論ドイツ

いる）。ここでは向って左へ一ジにルターの讃美　語）および1’戒のハラフレーズが一・字一・句克明に

歌の一部が，右ヘージには同じくノレターによる　写し出されていることからもある程度想像できる

「十戒」のパラフレーズとも、「うべき一Mensch　（なおこの讃芙歌集が画中のモチーフのひとつに

willtu　leben　seliglich・・…・＿がこれまた一字一・字克　選ばれたことについては，ルターがそれに序文を

明に写されている。　（8）この讃美歌集に接して　　Jlいていること，発行場所がルターとゆかりの深

リュート，そのとなりにフルート（？）のケースら　いウィッテンベルクであったことも考慮に人れて

しきものが兄えているが，リュートの方はなぜか　おいてよいと思われる）．すでにのべたようにこ

10本の絃の内一本が切れている（なお床のモザイ　の作品の制作に際しては画家と注文主との問に事

ク模様はウェストミンスター与院の内陣のそれを　　前に綿密な打合せがあったはずであり，このよう

写したものであることが知られているが，この床　な細部にまでタントヴィルの意志が人っていたこ

は歴史的には／4世紀初頭のヘンリー三lli：時代に当　　とは1’分考えられる．彼がこのように多かれ少な

時の司教Richard　Wareの指揮ドに完成された　かれノレターその人，あるいは彼の教義に示したは

ものである）。　　　　　　　　　　　　　　　　ずの理解や関心はまた，当時の政治的状況とも無

以ヒ箇条諜にしてきた様マなモチーフの性格を考　　関係ではなかったようであるTつまり彼が仕官し

えてみると、これらはいずれも何らかの意味で音　　ていたフランス国Eフランソワー　li’f：は自らはカト

楽、数学，天文学，地理学のいずれかに関係して　　リック教徒であったにもかかわらず，政治的な理

いることが分る。ところでこれら四つの学科は中　　由からパフスブルク家と対、ヒ関係にあったため，

［H：の大学でいわゆる「四学」（Quadrivium）射1？1　ドイツの新教諸侯，あるいはローマ教会からの独

成するものである（これに対しより基礎的な三学　　、71を宣言したイギリス国llヘンリー八［U：などと親

Triviumは文法，修辞学，論理学で構成される）．　しかった（ダントヴィルのイギリス訪問の1三要な

いいかえればこれら様々なモチーフは単なる静物　　目的のひとつは、当時ローマ法」三クレメンスLIH：

としてそれ自体を描くことが「1的ではなく、二人　と係争中のヘンリー八lll：とアン・ブリンとの結婚

の画［IT人物の高度の教養を暗示するために描かれ　問題を側川から援助することにあった）。しかし

たもののようである。D．　Piperの、1‘葉をかりれ　　また一ノ∫，「これら1’1由1三義的なカトリック教徒

ば，おそらく「これら二人の封建大貴族は出生と　　（5人のダントヴィル兄弟）はすでに彼らの人文

」fi1統のみによる貴族ではト分でないことを示した　　1議的関心からして，反スペイン的，すなわち反

かったのであろう，すなわち精神と感情によって　カーノレ五Vf：的な、tt：場をとっていた㊧」のであり，

も貴族であることも同様に，あるいはそれ以ヒに　　ダントヴィルが多かれ少なかれルター，あるい

重要であることを示したかったのであろう3．‘，こ　　は新教諸侯に共感を示したとしてもそれは単にダ

れら二人が単なる封建貴族ではなく，時代意識に　　ントヴィル家がフランス1三家と深いつながりがあ

めざめた新しいタイブの貴族であったことは，彼　　ったからとか，政治的思惑のためというだけでな

らが本来カトリック教徒であったにもかかわらず　　く，ダントヴィル白身の1固人的な姿勢がその背景
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になっていたことに注意したい。このような点を　いう意味での死」を象徴するばかりでなく，同時

考慮すれば，上に見たようにこの大作の中に日立　に政治的な象徴をも含むものであるという説もあ

たぬ形ではあるが，しかし悪びれることなくノレタ　る。すなわち「10本の内の1本の絃でもそれが切

一的精神が刻印されていることは決して偶然では　れた時は，その1本のために（ちようど音楽がそ

ないように思われてくる（この讃美歌集がとり入　　うであるように）外交というものは台なしになっ

れられたことについては右側に立つセルヴ，若冠　　てしまう」という象徴である⑦。ダントヴィルの

20歳でフランス代表として1529年のシュハイエル　　訪英の目的のひとつがすでにのべたようにヘンリ

の国会に出席し，ルター派とローマ・カトリック　ー八世の（キャサリン・ハワードとの）離婚，（ア

教会との融和を計る一方，みずからはカトリック　ン・ブリンとの）結婚という微妙な問題の処理に

教徒であったにもかかわらず「ルター派の宗教的　あったことを思うとたしかにこのような見方も成

情熱に対して決して無理解ではなかった」Lavaur　り立つかも知れない。もうひとつこのリュートに

の司教セルヴへの思惑も当然あったと思われる。　ついて考えられることは，10本の絃と十戒との関

なおダントヴィルがこのような大作を，たとえば　連である。すなわち10絃（現在のは普通47絃）の

当時フランソワー世の宮廷画家として盛名をはせ　ハープは旧約のダビデ王のアトリビュートとして

ていたフランソワ・クルーエなどには依頼せず，　　すでに古くから川いられているが，これはまた

ドイツ人のホルバインに描かせたというのは単に　「歴代志上」（13の8）の「ダビデおよびイスラエ

ホルバインの名声や技偏だけにひかれてのことだ　ルの人はみな歌と琴と（with　harps）嘲吠などを

ったのだろうか）。　　　　　　　　　　　　　　以て力をきわめて歌をうたいて神の前に踊れり」

以一ヒのべてきた「讃美歌集」に次いで，あるいは　　という一節から「詩篇」の，したがってまた神を

それ以一Lに興味深いのは（8）で紹介した10絃の　たたえる音楽の象徴ともされるに至った。ハープ

リュートである。これが（少くとも一義的には）　はさらにまた10絃にしてよく妙なる楽を奏する，

すでにのべた「四学」のひとつである音楽をあら　　というところから十戒の意義を比喩的に説明する

わすものであり，当時は「音楽をよくしない限り　ため中世の説教の際にしばしばひき合いに出され

教養ある人一トとは，少くともフランス人とは見な　たとも言われている8。ここで問題となっている

されなかった⑤」ことを思えば，これが画面中火　　のはリュートであってハープではないが，ホルバ

部にかなりのスペースを与えられているのに不思　　インはしばしば本来宗教的，聖書的意義を担って

議はないとしても，ホルバイン（あるいはダント　いるものをいわば換骨奪胎して，これに世俗的，

ヴィル）がなぜその10本の絃のうち1本を切らせ　　現世的なニュアンスを加えているので⑨，ここで

たか，という点になると問題は必ずしも単純でな　　もハーブを当時民川に広く普及していたリュート

くなってくる。おそらく最も一般的な見ノiはそれ　　におきかえたということも十分考えられる。しか

が「被造物の沈黙（即ち死）を象徴する訂という　もそのかたわらには神を讃える歌，讃美歌集が，

ものであろう。あるいはこれに一歩を進めてこの　今まさに歌われようとするかのように両開きにな

切れた1本の絃は「あらゆる音階が響き1ヒむ，と　って置かれている。更に重要なのはそこには次の
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ような章句が一字一句克明に写されていることで　　るのは先ずこのような頭蓋骨がどのような方法で

ある（これらの歌詞の作者はすでにのべたように　　描かれたか，またf可の「1的で描かれたか（あるい

ルターである）。　　　　　　　　　　　　　　　は何のためにわざわざ歪めて描かれたか），さら

「Mensch　willtu　leben　seliglich　und　bei　Gottheit　にいかにすればこれを’‘正常”な形に復原して見

bliben　ewiglich、　sollte　du　halten　die　Zehn　Gebot　ることができるか，などの点である。最初の問題

die　uns　gebent　unser　Gott．（我らの1三が与え給　　についてはBurlington　Magazine（October，1963，

うた1・の戒めを守るならば、我らは・ド多く生き、　PP．436～441）にE．　R．　Samuelの手際よい，し

永遠に神の御許にとどまるであろう）．おそらく　かし創見豊かな論文がのっている。それによると

ここまでくればリュートの10本の絃とト戒とのW］　先ず，この種のいわゆるanamorphose（歪形，変

関関係を指摘するのはさして困難ではないだろう．形）は1500年代の初め頃から一部の画家によって

すなわち1本の切れた絃は音楽的生命の死を暗示　　特に王侯の肖像画に適川されたという（作例と

すると同時に，破られたト戒のひとつをも、さら　してはデューラーの弟子のErhard　Sch6n（？～

にはその破られたひとつの戒めゆえに人はもはや　1542）のカール1dl［その他の肖像，　G．　Stretes（16

「幸多く」（seliglich）生きることも，「神の御許に　　IHI紀中葉に活躍）のエドワード四1比の肖像などが

とどまる二（bei　Gottheit　bliben）こともできない　　あげられる）。ホノレパインのこの頭蓋骨も当時の

であろうことを暗示しているようである．ホルバ　そのような流行にならったものと考えられるが，

インとその注文ヒがここで問題としているリュー　　ただ注意すべき点はこれらの多くはいずれも比例

トとその1本の切れた絃に以Lのべたうちいずれ　や遠近法の理論を根底としているのであって，単

の（或いはすべての）意味を含ませたのか，その　に形態を恣意的に，あるいは想像力のおもむくま

真意のほどは想像する他はないが，いずれにして　　まに誇張したりデフオルメしたもの一たとえば

もこれが中IUr的，伝統的な象徴1議とそのヴァリ　カリカチュア　ーなどとは根本的に違っていると

エーシ。ンを同時的に含み、またいわばll‘〔1喩的表　　いうことである。　G．　R．　Hockeによればこのよ

現と隠1倫的表現との交錯したものであることは認　　うなanamorphose的な芸術が本格化するのは

められてよいと思う。ところで以ヒのべた諸説の　　1600年から1660年頃にかけてのいわゆるマニエリ

内，一本の切れた絃が音楽の生命線のみならず人　　スムの芸術においてであるが，これは絵画に限ら

間そのものの生命線の断絶をも象徴するという　ずその頃の詩や音楽にも’itl行して見られる現象で

Waedzoldtの見方はおそらく最も一・般的で理解し　あるというユu。ホルバインや前記E．　Sch6n，ある

易いものであろうが、もしこのリュートに死の暗　　いは（本来の意味でのanamorphaseからは少し

喩的な表現を見るとすれば，その前方には今度は　　はなれるが）ミケランジェロの撮後の審判》の

その直喩的な表現を，それでいて極めて謎めいた　中で聖バルトロメオスが手にしている有名な《自

表現を見ることができる，すなわち2人の・大使　画像’などは，このようなやがて来るべきマニエ

達“）の問に斜めた歪んだ形で描かれた大きな頭蓋　　リスム芸術の一面を予告する作例であるが，いず

骨がそれである。これについてしばしば問題とな　　れにしてもその方法はかってデューラーなどが比
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例や遠近法の研究に盛んに川いた碁盤の日のよう　てはHolbeinとHohl－bein（空洞の骨＝頭蓋骨），

な網日を応川したものと考えられている（これ　あるいはローマ法1三の意向を無視してヘンリー八

についての詳細およびこれらが例えば凸面鏡に映　　Il［：とキャサリン・ハワードとの離婚の有効宣、－i‘を

った像をもとにして描かれたものだという説に対　　あえてしたカンタベリーの大司教Cranmerと

する反論については前記R．E．　Samuel論文参　Cranium（頭蓋骨）とのいわば語呂合せに依拠した

照）。我々にとってむしろ興味深いのはホルバイ　説がまことしやかに伝えられたこともあったが，

ンがなぜ，どのようなH的で，あるいはどのよう　現在ではほとんど問題とされていない。次にこの

な意識のもとにこのような異様な頭蓋骨を描き人　頭蓋骨をダントヴイルの1固人的な紋輌；tとする兄方

れたか，という問題である（当然のことながらこ　がある「t。これは彼がかぶっている帽了』の内ベリ

れには作者と注文Lとの関係，つまりどこまでが　　につけられている小さな頭蓋骨のバッヂをその根Fig・6

注文i｛の示唆により，どこからが作者の創意であ　拠としている。さらにホノレバインの木版画シリー

るか，という問題も含まれる）．これについてかつ　　ズ・・死の舞’踏／）（1523～26年頃，但し出版された

・　　め缶〆P伐汝βTお0部

Fig．6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig。7
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のは1538年）の中の《死の紋章」（Die　WaPpenFig・7込んだ例が乏しいこと，少くともホルバインには

dess　Thotss）もこのためにしばしば援川される。　そのような作例を他に求め難いことなどから，こ

つまりこの　死の紋章　と同様にノ〈使進の問　れをダントヴィルの紋章と見るには無理があるよ

題の頭蓋骨を死の紋章と見、その両脇にvZつ二人　　うに思われる。むしろより妥当と思われるのはこ

を紋t：学でいういわゆる盾持ないしは盾番と兄るFig・8れを占くからあるモットー「Memento　mori」（死

のである。しかし、死の紋章　のノ∫はともかく　を忘るな），あるいは「Vanitas」（生の空しさ）を

（これとても本来の意味の紋章とは1“tiい難いもの　造型化した一連の作品の中で，イコノグラフィッ

である），、、大使達の頭蓋骨をひとつの紋～；｝1と見　　クな意味での傍系のひとつと見ることである。も

ることは，紋章そのものとして余りに破格である　　しこの頭蓋骨が現在のようなanamorphoseとし

ことと，寄進者とその一族の紋章を描き人れるの　てでなく，正常な形で他の様マな静物的なモチー

が習わしとなっている奉納画（Votivbild）などと　フと同列に描かれていたとしたらこれは明らかに

違って，この種のitf俗的記念肖像画に紋章をもち　やがて171H：紀のオランダ静物画で盛行を見ること

　：　　’巳　’　　　　　　or　7　　早⊂　　生の空しさないしは死の勝利という観念をその芸

、E9・’X魂。’ 　　i＋鶉＿’ll、」の1加にお咄している．このような芸術的風
　　　　懸・、　vaiiwa　I…：・JJI｜えてすでにのべたようにホルバイン1二1身も

　　　　　　　　　　　　　鷺∠／彦騨；｝謬慧亮㌫ぽ竃㌶慧麓蔑

e＞ 　”　擁珊x　訪れる木1坂の」！11・Vt　iをバーゼル時代に手がレナてい
　　　　　　　　　　　　　　　　．’　　』ミ　る（ただしここでも従来の聖書的，キリスト教
　　’　l　　　　　　tt　　　　　’　　　　　　ノ　　　　　　’
　　t智　　　　　　　　　　　　　　　　　　的死生観にもとずいたtt死の舞踏〉とは異った，

　　ぼ　　　　　一：L；L　㌧　　　　　　　　　　　　ホルバインー流の世俗性と，風刺的，警世的傾向

　　置・六／／、、謬．の勝つた表現がlhヒつている）・Wae…ld・によ

Fig．8
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通じて何かを語ろうとするかのようである。彼は　時の人々もこのような絵を見る時は常にこの種の

（少くとも《死の舞踏》で見る限り）いわば死を　ガラス管を用いた，ということにはならないが，

自己の人生観，社会観あるいは宗教観を語り伝え　少くともそのような場合がなかったわけでないこ

るスポークスマンとしている。《大使達、における　　とは，当時のあるドイツ人の日記の中の記述によ

「死」の精神にしても，（たとえばバーゼルにある　　り証明されている。さらに（Samuelによれば）同

1521年の《墓の中のキリスト〉）のような）恐怖や　　じホルバインの《ゲオルク・ギッセの肖像》（1532「ig・9

苦痛，終局などの観念と結びついた凄惨な死の形　年，ベルリン，国立美術館）の中の石竹をさした

相を伝えることにあるのではなく，むしろヒ述の　ガラス製の花瓶のネックにあたる部分がまさしく

《死の舞踏》の延長線ヒにあるようである。しか　　このようなanamorphoseを修正する目的に適う

もこのVanltas的イメージ，奇嬌な頭蓋骨を中に　　ものだという。

して立つダントヴィル，セルヴの両名は当時それ　　しかしながらこれだけで彼のいうようにこの作品

それ29歳と25歳，人生の春ともいうべき時期にあ　は直径1インチ，厚さ8分の1インチほどのガラ

った。青春，あるいは美，力，豊かさなどのイメ　　ス管を通して見られることを前提とする，という

一 ジと死のイメージとの際立ったコントラスト，　結論にもってゆくことには抵抗を感じないわけに

これはいわばVanitas的なイコノグラフィーの常　　はゆかない。もしこのような特殊な方法で見られ

識である。ただそれにしてもホルバインはなぜこ

こにこのような晦渋な表現をあえて試みたのだろ

うか。これについては前記Samuelの論文が次の

ような説を出している。彼は先ずこの歪んだ頭蓋

骨は画面左はしないしは右はしから鋭角的に兄る

ものだという従来の通説に反論する。それでは

「死」を正しい形で見ることはできない。またこ

の歪んだ形を矯正して見るための特殊なレンズが

あったのではないかという説も，当時の光学技術

の程度から考えて不可能とされる。そこで彼が日

をつけたのが製造が容易で当時一般に普及し、し

かも光学的精度の比較的高いヴェネチア・ガラス

である。彼は試みにこれで作った直径1インチほ

どの透明な管を腕を一杯にのばしたfl’f二の距離（約

1フィート）におき，それを通してこの頭蓋骨を

のぞいてみた。その結果得られたのは一大きさも

正常で，まこうかたなく明瞭な，全く歪みのない」

頭蓋骨の像であった。ただこれをもって直ちに当　Fig．9
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ることを作者自身が制作に際して意図したのだと　世界に漂っているかのようである。このような

したら，何らかの形で，たとえば今のべた花瓶の　anamorphose的な表現を与えられてこそ，この

ようなものが画面のどこかに描かれていることを　頭蓋骨は「正常な」頭蓋骨のもつ「静物」的な物質性

期待したくなるが，そのようなものは一向に見当　　をはなれ，非物質化されたひとつの象徴的存在，

らない（またこのような方法で見ること自体，　「死を忘るな」（Memento　mori）の象徴的，暗

画面の全体的効果を多かれ少なかれそこなうこと　喩的な表象にまで高められてはいないだろうか。

にもなろう）。さらにそれ以前の問題として，単　　ここに注文主ダントヴィル，当時ロンドンの気候

にこれを「正常な」形にもどして見るためにガラ　が体に合わず，病み勝ちで，「かつていた大使の

ス管を用いる労をその都度見る人に強制する位な　中でも最も憂欝な」とみずからを語ったダントヴ

ら，始めから正常な形で描けば事足りたわけであ　　イルの指示がどの程度まで人っていたか，あるい

る。やはりこれはこのままの形で見るべきもので　はここではすべてがホルバインの創意だったのか

あり，作者の意図もそうあったと考えたい。ただ　　これらについては客観的には知る由もない。ただ

それにしてもこの異様な頭蓋骨はVanitaS的なイ　　ここで思い出したいのはダントヴィルの帽子の内

コノグラフィーの中にあって単に破格的な作例と　べりにつけられた小さな頭蓋骨のバッヂである。

しか見る他はないのだろうか。あるいはまたこれ　「死を忘るな⊥あるいは「生の空しさ」とはおそ

は遠近法や比例の理論が行きつく所まで行きつい　らくこの「憂欝な」貴族外交官のモットー⑭で

た時代に生きたホルバインの，単なるアクロバッ　あったに違いない。こうした観点に立てば，二人

ト的なc（遊び”の精神の所産にすぎないのだろう　の間の台架の上の日時計も単に学術川の日時計と

か。ここには他のこの種の作品には見られないfli∫　いう以ヒに世の無常，移ろい易さという象徴性を

かユニークな象徴性がひそんでいるのではないだ　　おびてくるように思われる（周知のようにこう

ろうか。これについて思い出されるのはD．Piper　した場合普通は日時計よりも砂時計が好んで川い

の次のような言葉である。「それ（問題の頭蓋骨）　られる。ホルバインの（x死の舞踏でもこれはい

はあたかも（絵を見る）我々と（絵の中の）二人　わば「死」のアトリビュートのようにしばしば現

の人物の間にさしかけられて（SUSpended）いる　われる）。こうした見方をさらに発展させれば，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

かのようである。」死は常に我マに一さしかけら　画rliの中の地球儀は地ヒの（政治的）権力を，天

れて二ありながら我々はこれを直視しえない，あ　球儀は天L（＝神），すなわち教会の権力の象徴

るいはすることを忘れている，という事実をこの　　ともとれるt5（これには政治家ダントヴィルと高

一
見しただけではにわかには識別し難い頭蓋骨は　　僧セルヴへの含みもあったかも知れない。またこ

語っていないだろうか．すべてがホルバイン特有　　れら天球儀と地球儀，そして死あるいは無常の象

の明晰で客観的な描写を得，それぞれがいわば自　徴としての頭蓋骨が構図的に見てほぼ同一垂直線

己の世界，自己の空間に定着している中にあって，　上にある，ということにもこの際注意したい）。

この謎のような頭蓋骨のみは絵のlliの世界から　ところでこの絵にはある意味では今まで問題とし

も，絵の外の世界からも浮き立ったもうひとつの　　てきた異様な頭蓋骨以上に問題の多いモチーフが
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もうひとつある。すなわち画面上方左はしの，半ば　足下には頭蓋骨を描き添えるのが通例である）と

カーテンに隠れた小さな十字架像がそれである。　　うい伝統的なイコノグラフィーのヴァリェーシ・

これについてはたとえば「この十字架もまた他の　　ンのようにもとることができる。さらには画中の

すべてのものと同じく象徴的意味を含んでいるに　讃美歌集の左ページに見られるルターの一句

違いない。またおそらく前方に描かれた奇妙な頭　「Komm　heiliger　Geisst，　Herrgott」（聖なる御霊，

蓋骨と何らかの関連があるようである⑯」という　主なる神よ来り給え）との関連も考えられる。あ

程度のことしか言われていないのが現状のようで　　るいはまた，すでに見たようにこの作品では人物

ある。ただ前記R．E．　Samuelは「これはおそら　は言うまでもないことだが，彼らを囲む様々なモ

く永遠の生命についての観念と結びついているの　チーフもまたそれぞれの同時代的な歴史性を有す

であろう」とやや積極的な見解を打出している，　　るものばかりであるから，この十字架像にしても

しかし十字架のキリストが人類の蹟罪，あるいは　　その素姓をこうした方面かう探ることも可能かも

それを通じて得られる永遠の生命を象徴するとい　知れない。いずれにしてもこの（決して小さいと

うのはいわば常識であって，強いてここで云々す　は思われない）問題は今後の研究にまつという他

るほどのことではないかも知れない。ただ十字架　　はないようである。

と頭蓋骨が何らかの形で並置された時は，特に死

後の永遠の生命あるいは来世を思う心を強調す　　　　　　　　　　　（注）

る⑰，　ということは注意されてよい。しかしそれ　　①大使達）（普通“・The　Ambass・ders”，“・Die　Gesand一

にしても，その象徴的意義の大きさにもかかわら　　teゴと複数形が用いられる）というのはいわば通称

ず，この礫刑像がなぜ画面においてこれ程の微々　　であって，正式には画中の両人物の名をとって《ジャ

たる空間しか与えられていないのか，なぜ特に注　　ン’ド゜ダントヴィルとジョルジュ’ド゜セルヴ》と

意を促されて始めてそれと気がつくような控えrl膿夢㌻蕊㌫竺『鵠麟麟
な形でしか描かれていないのか，という疑問は依　　何らかの公的な使命はおびていたにしても，実質的に

然残る。このキリストがそのおかれた位置からし　　は友人ダンドヴィルの訪問客にすぎなかった。そのイ

て，豪奢な刺繍模様をほどこしたカーテンの向う　　ギリス滞在も2ケ月足らずで終っている。

側の世界，我々の視界からはさえぎられたもうひ　②D．Piper：Enj・ying　Paintings，　p．148

とつの世界を暗示しているのではないか，という　③前掲書P・140

ことは考えられないことではない。（これも帰す　④G’Heise：Die　Gesandten　von　Hans　Holbein’P’17

る所，先に述べた永遠，あるいは来lft、といった観⑤W“laetz°ldt：Hans　H°lb・i・…25

念ls．．結びつくことにな卵これはまた酊醐③蕊蕊1㌶嘗、P’　2「）

の死の表象，あるいは1生の空しさ・のアンチテ⑨G．・urg。s。n，　S、、。、　an、I　S，ml，。1，、。　Ch，、，，、。n　A。，，

一 ゼとして意図されたようでもある。あるいは頭　　p．175

蓋骨と礫刑像というとり合せから・ゴルゴタ（頭　⑨たとえばいわゆる“Miseric。rdiaの聖母”に形をかり

蓋骨の意）の丘における十宇架のキリスト（その　　た通称，ダルムシュタットの聖母沙（1528／29年，パ
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　一ゼル）とよばれるヤコブ・マイヤー一家の肖像や後

　に述べる木版連作”死の舞踏しなど。

⑩R．Hocke：Die　Welt　als　Lal’）yrinth，　p．128

⑪Burlingt・n　Magazine，　Oct・ber．1963，　P．440参照

．珍J．Bialostocki：Stil　und　Ik《mogiaphie，　p．194

q3　D．　Piper：前掲書1）．］38

Hたとえばこの大使達　の1年前の　ゲオルク・ギッ

　セの肖像　にはパックの板壁のノllの方にこの絵のモ

　デルの次のようなモットーがほきつけられている。

　－Nulla　sine　merore　voluptas－C悲しみなければ，喜び

　なし⊃

5ホルバインの．：死の舞踏　の　法E　や　皇帝　のii；

　にはその種の実例が見られる。

⑯Paul　Ganz：Hans　Holbein，　p．243

τG．Furguson：前掲書p．50
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CUBISM　AND　JAPANESE
CONCEPTION　OF　ART
Shuji　TAKASHINA

It　has　become　now　comlnollplace，　when　olle　C6zanne　withdrew　since　l878，　to　the“〈Bateau

speaks　of　cubism，　to　refer　to　the　famous　letter　Lavoire”，　this　old　dirty　building　in　Montmartre，

of　C6zanne　to　Emile　Bernard，　i1）which　the　great　ill　which　Picasso　held　his　studio　in　those　crucial

master　recommends　g．　trongly　to　eetreat　nature　ill　years　of　l904～1909－the　distance　which　is

terms　of　its　geometrical　shapes，　of　the　sphere，　probably　lnuch　greater　than　is　usually　con－

the　cylinder　and　the　cone”．　Indeed，　we　find　　sidered，　becaus　e　it　is　no　longer　that　of　two

this　statemellt　almost　ill　every　study　o11　cubis．　ln，　gellerations，　but　that　of　two　completely　different

to　such　a　extent　that　s（）lnetimes　it　is　misquoted，　worlds，　of　two　colnpletely　different　conceptions

ill　which　case　the　wordぐぐcube”sllbstittltes　for　　of　art．

one　of　the　geometrical　terms，　apparently　ill　a　Ill　order　to　g．ee　clearly　this　difference，　we　have　to

goodwill　froln　the　authorうs　l〕art　to　establish　more　　returll　again　to　that　letter　of　C6zanne　to　which

clearly　the　connection　that　links　the　master　of　we　have　already　referred，　but　not　to　that　rather

Aix・en－Provence　to　the　youllg．　Braque　and　　arbitrarily　quoted　phrase，　but　to　the　elltire

Picasso．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　passage，　so　that　we　can　understand　exactly　what

Certainly，　I　would　be　the　last　to　delly　this　coll－　　C（5zanne　wanted　to　convey　to　his　young　friend・

nection　which　evidently　exists　and　whiclコappears　　It　reads　as　follows：

more　9．　ignificant　wlユell　we　are　relllill（led　of　the　　　　““…　］May　I　repeat　what　I　told　you　here：treat

fact　tIlat　the　letter　ill　cluestioIl，（lated　oIl　tlle　l5tll　　　　llature　in　terms　of　its　geoInetrical　g．　hapes，　of

April　l904，　was　not　pllblished　until　l90丁，　that　is　　　　tlle　sphere，　tlle　cylillder　and　the　cone，　every－

to　say　one　year　after　llis　death　and　at　the　salne　　　　thing　ill　proper　perspective　so　that　each　side

time　with　his　big　retrospective　exhibition　at　the　　　of　an　object　or　a　plane　is　directed　towards　a

Salon　d’Automne，　and　als．　o　of　the　fact　that　it　was　　central　point．　Lilles正、arallel　to　the　horizon

precisely　at　this　momeIlt　tllat　Picasso　was　trying　　give　breadth，　that　is　a　section　of　nature　or，　if

to　complete　hisぐ℃emoiselles　d’Avignolゴう．　Oll　　yo　l　prefer，　of　the　spectacle　that　the　Pαter

the　other　hand，　you　have　only　to　look　at　ally　one　　　　Oη乙η4ρorεη3／Ieternα1）eus　spreads　out　before

of　Bra（lue’s　landscal）e　of　PEstaqlle，　executed　ill　　　our　eyes．　Lilles　perpendicular　to　this　horizon

the　summer　of　l908，　to　realize　how　big　was　his　　give　depth．　But　nature　fonls　men　is　more

（lel）t　to　the　lnaster　of　tlle］Mt．　Sainte　Victoire．　　　　　depth　thall　sllrface，　whence　the　need　of　illtro－

Howeverラif　there　is　llo　queg．　tion　to　see　ill　　　ducing　into　our　light　vibrations　represented

C6zanne　a　precursor　of　cubism，　it　is，　it　seems　to　　　　by　reds　and　yellows　a　suf五cient　alnouIlt　of

lne，　no　less　important　to　recognize　the　separation　　　　bhle　to　give　tlle　impression　of　air・”

rather　than　connectioll　between　C6zanne乏uld　　Tllese　lines　tell　lls　most　eloquently　C6zanne’s

cubists　and　to　measure　exactly，　the　distance　from　　collception　of　paillting　alld　we　can　point　out　in

Aix・en・Provence　in　the　Midi　of　France　where　　them　at　least　two　things　which　deserve　our
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attention．　First，　it　is　clear　from　what　he　says　　to　give　impressioll　of　air’う．　This　㌔11fHciellt

that　he　considered　nature　as　principal　generator　　aInount　of　bhle”　plays　so　to　speak　the　role　of

to　his　creation．　Indeed，　we　find　in　his　other　　perspective　especially　in　his　later、vorks　which

writings　many　statement　con6rmillg　this　view，　are　results　of　this　hard　struggle　to　create　a

such　as：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）ictorial　sl〕ace　only　by　means　of　colours．　No

　　ccl　don’t　want　to　l〕e　right　ill　theory　but　ill　　woIIder，　theii，　the　bhle　is　dominant　ill　his　later

　　nature’ラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　workさ，　as　we　can　see　for　instance　in　that　lnarvel－

or，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lous　series　of　Mt．　Sainte　Victoire　ill　which　you

　　e“The　Louvre　is　a　good　book　to　coiisult　btlt　it　　can　always　feel　all　imlnellse　space　which　sepa－

　　must　only　be　an　intermediary．　The　rea］and　rates　the　paillter　and　the　mountain　and　which

　　i皿nense　study　that　must　be　takell叩is　the　goes　beyond　the　mountain，　g．　preading　ollt　into

　　manifold　picture　of　nature’り　　　　　　　　　　all　infinite　blue　sky．

or　again　that　famous　phrase　which　is　also　oftell　Alnore　amazillg　exainple　is　givell　by　the　small

quoted：ceto　do　Poussill　over　again　after　nature”．　“’ater－colour，　elltitled　c℃ll　the　Boat”（Natiollal

Secolldly，　it　is　also　evident　that　lle　considered　Mllselull　of　Westem　Art，　Tokyo）．　Here，　there

this　nature　ill　terms　of　three－diniensional　space，　　is　no　perspective，　no　chiαro〔scuro，　but　only

haviiig　breadth　and　depth，　into　which　each　　　colours，　colours　dominated　despotically　by　bhle

object　comes　to　filld　its　adequate　place．　So　far，　which　creates　the　sl〕ace　and　it　is　so　solidly

this　is　Ilot　particularly　a　revohltionary　Point　of　　collstructed　tllat　it　loses　nothing　of　its　strength

view，　but　ratller　a　classical　olle，　and　it　is　im－　　evell　if　it　is　excessively　elllarged　on　the　screen．

portant　to　illsist　upon　it，　because　this　is　pre－　　The　way　ill　which　C6zanne　constructs　his　I〕icto．

cisely　what　separates　him　froln　other　fellow　rial　space　is　essentially　the　same　in　his　larger

impressionists，　for　instance　Clai．lde　Monet，　to　colnpositiolls．　For　instance，　in　the　famous

whom　nature　is　nothing　but　reHexion　of　light．　““Bathers”　of　Philadelphia　Museum　of　Art，

For　C6zanne，　a　picture　mllst　give　not　an　illusion　“Thich　ig．　apparently　composition　of　many　figures，

but　at　least　an　equivalent　of　this““breadth　and　　the　space　is　not　created　by　figures，　but　already

depth”．　But　here，　he　comes　across　with　a　big　existsぐぐin　its　breadth　and　deptピLand　that

problem：how　to　attain　it？because，　having　again　by　meanq．　of　colours－before　figures　come

passed　through　the　experiences　of　the　Inil〕res－　　to　fit　into　it・

sionism，　he　no　longer　could　rely　upon　such　That　he　could　create　three．dimensional　space

devices　as　a　pure　geometrical　perspective　or　a　only　by　means　of　colours　without　resort　to　linear

traditional　chiαro－scz乙ro．　The　only　means　left　perspective　or　chiαro－scuro，　or　even　to　dis－

to　him　are　colours　and　it　is　why　he　speaks　of　the　position　of丘gures，　is　demonstrated　by　an　earlier

““need　of　introducing　a　suflicient　amount　of　bhle　work　such　as　this　landscape　which　represents
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1’Estaque　and　which　is　executed　in　l884（Tate　history　and　find　the　same　construction　of　an

Gallery，　London）．　In　this　painting，　as　well　as　unified　three・dimensional　space　in　the　famous

in　those　we　have　already　seen，　the　space　oll　the　portrait　of　Mona　Lisa　in　the　Louvre．

canvas　is　essentially　the　same　as　that　in　which　But　what　does　this　uni丘ed　three－domensiorlal

stands　the　painter　himself－and　consequently　space　mean　exactly？and　what　are　its　char－

the　spectators．　The　natural　sl）ace　has　its　　acteristics？　Imean　by　that　a　pictorial　space

equivalent　on　the　canvas，　and　in　this　reR・　pect　the　　which　is　organized　in　its　breadth　and　depth　in

pictorial　space　of　C6zanne’s　landscapes　with　　s．　uch　a　way　that　each　object　or　each　figure　in　the

their　c“breadth　and　depth”is　not　different　ill　its　　picture　should　have　an　exact　relationship　to　the

nature　from　traditional　one，　such　as　we　can　see　artist．　In　another　words，　in　such　a　picture，　the

ill　this　admirable““View’of　Delft”by　Vermeer　space　is　llot　confined　within　the　framework　of

（Mauritshuis，　The　Hague）though　the　mealls　to　the　pict．ure，　but　tends　to　spread　beyond　its

attain　it　are　completely　different．　　　　　　　　frame，　reaching　up　to　the　artist　himself．　Con．

The　same　relation　with　traditiollal　space　coll－　sequently，　in　front　of　such　a　picture，　you　can

struction　can　be　observed　ill　the丘gure　painting，　tell　exactly　how　far　each　object　or　figure　is

too．　In　the　marvellolls　portrait　of　a　gardener，　placed　from　the　position　where　the　artist　stood

painted　probably　shortly　before　llis　death　in　　and　consequently，　wllere　the　spectator　is　sup－

1906（Tate　Gallery，　London），　Ce：zanne　seems　to　posed　to　stand．

have　nothing　to　do　with　traditiollal　ways　of　This　uni丘ed　three・dimensional　space　was　born－

representation．　There　are　llo　perspecti、・eうnor　　or　lnore　exactly，　rehorn，　bec肌1se　it　had　existed

chiαro．scuro，　but　only　taches　of　colours　beauti－　already　in　the　Antiquity－in　the　Renaissance

fully　displayed　on　the　canvas．　Nevertheless，　period　and　it　is　withollt　saying　that　the　geom．

we　can　easily　see　the　three－dimeng．　ional　space　etrical　perspective，　or　so－called　linear　perspec．

around　the　sitter　and　the　relations　between　the　tive，　is　one　of　the　most　successful　devices　to

sitter　and　the　background，　betweell　its　pictorial　　create　such　a　space．　Everybody　understand

space　and　ourselves．　These　relations　are　full－　without　difficulty　that，　if　in　the　famous　ccSchool

damentally　the　same　as　those　ill　the　more　of　Athens”by　Raphael　in　the　Vatican，　Euclid　in

figurative　portrait　of　Mrs．　C6zanne　ill　a　private　the　front　plane　is　bigger　in　size　than　Plato　in

collection　in　New　York　or　even　those　in　the　the　rear　planeラthe　fact　does　not　mean　that

portrait　of　Lady　Innes　by　Gainsborough　of　the　Euclid　was　a　much　taller　man　than　Plato，　but

Frick　Collection．　Obviously，　means　used　are　simply　that　he　was　much　closer　to　us　in　the

different，　but　as　far　as　the　pictorial　space　is　　given　pictorial　space．　Here　the　difference　of

concerned，　the　result　is　essentially　the　same．　distance　is　translated　into　the　difference　of　size，

If　so，　it　is　not　diMcult　to　go　back　fart．her　in　the　　just　as　in　C6zanne’s　later　works　it　is　translated

90



illto　tllat　of　colollrs，　differenビall）OUIIt　of　bllleラ’，　Olle　may　evell　go　so　far　as　to　say　tllat　ill　many　of

to（luote　hiさowll、vords．　Ill　either　caさe，　tlle　　tlle　pailltillgs　sillce　the　Renaissance　until　the

tllree－dimensional　sPace　is　svonderfully　created．　　Iniddle　of　the　lgth　centllry，　the　true　sul）ject　is

It　is　oftell　said　tllat　the　perspective　was　invented　　　artist　himself，　even　if　he　is　Ilot　represented

to　represent　the　outer　world　a＼it　is．　Bllt　what　　physically，　because　we　feel　always　his　presellce　ill

is　represellted　in　such　a　work　as　this　alllazillg　　　tlle　piCture，　we　feel　tlle　artist　looking　at　fronl　a

view　oll　a／）ταニニαof　an　ideal　city，　attributed　t（）　　certaill　view　Poillt　allfl　orgallizillg　his（）wll　world

Lucian（）　da　Laurana　（Walters　Art　Gallerv，　　oll　tlle　calwas．　Tllis　is　so　mllcll　true　tllat　some－

Baltim（）re），　is　clearly　llot　the（Dllter　w〔）rld　as　it　is　　times，　artists　Iξlt　the　cecessity　of　represelltil19

（supposillg　that　such　all　ideal　city　exists　son’）e－　　　himself　ill　tlle　l）ictllre，　as　is　tlle　faln（■）us　case　of

where），1川t　the　world　as　it　appears　to　the　artist，　”The　：Xrnolfini　Marriagc”　（Natiollal　Gallery，

becallse　the　whole　illコatge　w《川lcl　llave　l）eell　colll－　　Lf）11doll），　ill　whicll　the　artist　Jall　vall　Eyck

pletely　different，　if　the　arti＼t　ha（l　cllosell　a　dif－　　aPpears　ill　the　small　Illirr〔）r　oll　the　rear　wall　as

ferent　view　poillt・　Conse《Iuently，　tlle　piCture　is　　lle　is　stallding　exactly　at　the　Positioll　wllere　lle

only　one　of　thollsands　possible　aspects　of　the　　　exec　lted　the　work．

object（hl　tllis　case，《）1）ject　beillg　all　ideal　city），　Tllis　unified　tllree－dimells｛ollalさpace，　which　ha（l

the　aspect　which　is　elltirely　defiIled　l）y　tlle　IDosi－　　dominated　“’esterll　Art　for　lnore　thall　follr

ti（：m　of　the　artig．　t．　In　fact，　wllell　vou　look　at　　hundred　Years，　was　tllreatelled　to　l）e　destroved

such　w《）rk　as　this，　you　ctl・ll　tell　exactly　tlle　Poillt　　f6r　the　丘rst　tillle　wherl　aPpeared　the　Ilnpres－

、～噺llere　artist　st　and　“．　alld　tllis　P（，siti（）ll　has　always　　　siollisM　solne　hundred　years　ago．　　In　llis　ftllllous

its　place　ill　tllat　wi｛ler　space，　of　whicll　the　　t’S．　ullriti　e，　Impressif）llララ（Mtls6e　Marmottall，

pictorial　space　is　ollly　a　small　part．　　　　　　　　　　Paris）of　l8了2　wllicl】was　g．　ho　Nv　ii　ill　l874　at　tlle

Whether　the　picture　represents　all　ideal　lこmd－　Inemorable　grollpe　exllibition　wllich　was　to

scape　as　is　the　case（）f　Lallralla’s　work，　f）r　a　　become　the　first　IIIlpressiollist　Exhibition，

calssical　subject　sllcll　as　the　nuarvellc）usぐ∈Legen｛l　　Mollet　tried　already　to　reduce　wllole　tlle　world

of　Lllcretia”by　Botticelli，　allother　fine　exanlple　　t（〕a　Hat　assemblage　of　illlmmeral）le　touclles

of　the　compositioll　ill　perspective　（lsabella　　translating　his　visual　sellsation．　Evidelltly，　if

Stewart　Cardner　Mllsemn，　Boston），　one　caml（，t　tlle　world　is　llothillg　1川t　reHexion　of　ligllt，　tllere

help　remembering，　whell　one　looks　at　it，　tllat　is　Ilo　logical　grotlnd　to　orgallize　it““in　breadth

there　exists　a　particular　eye　which　looked　at　the　and　depth”with　three－dimensional　forms　in　it．

scene　ill　this　particular　way，　the　eye　of　the　　It　is　Ilo　wonder，　then，　that　Monet’s　world　became

artist，　alld　olle　is　c〈）mpelled　to　iflentify　oneself　more　alld　more　alllbiguolls　as　to　space　and　form

with　that　eve　whell　one　stallds　ill　frollt　of　the　construction，　as　is　evidenced　in　the　famous

picture．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“eHouse　of　Parliament　ill　Lolldol1”　（Louvre，
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Paris）ラpainted　in　l904．　　　　　　　　　　　　　front　plane　at　the　left，　has　even　completely　lost

We　have　another　example　of　about　tlle　same　her　head．　But　all　these　contribute　to　create　a

period：　painting　inspired　by　the　「Wごaterloo　　real　pictorial　space・

Bridge　in　London（National　Museum　of　Westem　　SC「e　are　face（l　now　with　a　entirely　di｛lerent　world

ArtラTokyo），　where　no　distillction　is　Inade　be－　when　we　come　to　the　famous　large　coml）osition

tween　water　and　sky，　between　river　and　land．　ccDemoiselles　d’Avignon’うby　Picasso（Museum

Ihave　ofモen　heard，　in　front　of　tllis　pailltiilg，　of　Modern　Art，　New　York）．　Though　tllere　are

people　say　knowingly　to　their　colnpanions：　lot　of　referellces　to　C6zanne’s　example　par－
c“ you　see，　it　is　very　foggy　ill　London．” 　But　it　is　　ticularly　ill　its　motif　of　individual　mlde，　the

not　necessarily　fog　which　is　resp，　onsible　for　such　space　conception　is　completely　Ilew　and　has　no

an　ambiguity．　　　　　　　　　　　　　　　progenitor　in　the　Western　art　since　Renaig．　g．　ance・

C6zanne，　though　he　learnt　very　rmlch　from　tlle　　Ill　fact，　in　this　I〕ainting，　we　find　no　longer　that

experiences　of　his　fellow・iml〕ressionists，　was　uni丘ed　three．dilnensional　space．　There　is　no

never　satig．　fied　with　this　alnbiguity．　When　he　free，　originally　unoccupied　space　before　the

declaredぐぐto　do　Poussill　over　agaill　after　Ilature”，　appearance　of　these　women．　Its　space，　if　there

he　wanted　to　create　a　solid　space　construction　is　ally，　has　been　created　by　their　hodies　them・

withぐぐits　breadth　all（l　depthラ’，　such　as　we　filld　ill　selves　and　by　intervals　between　thenユ．　Here，

the　well－known　““Arcadian　Sllepherdsラ’　by　　space　is　function　of　forms　rather　thall　ellviron－

Poussin（Louvre，　Paris）．　Ollly，　C6zanne　llad　to　ment　for　them．

achieve　this　task　with　the　only　means　he　was　　Same　is　exactly　the　case　with　landscape．　C6zanne

disposing　of，　that　is，　colours．　　　　　　　　　　　　　　　wanted　sol皿ething　solid　ill　his　landscape　and　it　is

Many　compositions　with丘gures　by　C6zanne　ill　no　wonder　that　he　put　often　buildings　in　his

his　later　years　are　nothing　but　results　of　llis　essay　　composition，　as　we　can　see　in　the““Paysage　de

to　construct　the　unified　space，　in　which　lle　　Gardenne”　（Private　Collection，　New　York）．

gloriously　succeeds　with　the　final　big　composi．　　Buildings　are　by　their　nature　apt　to　create　a

tions，　one　of　which，　perhaps　the　1）est，　is　now　in　　“cbreadth　and　depth”and　in　this　landscape　of

the　Philadelphia　Museum　of　Art．　In　this　paint－　Gardenne，　almost　the　whole　canvas　is　covered

ing　we　are　faced　to　that　solid，　uni丘ed　three．　by　buildings，　giving　impression　of　full　three．

dimensional　space　as　in　nature，　into　which　dimensional　space．　But　this　space“ein　breadth

丘gures　come　so　naturally　that　we　are　almost　and　depth”is　going　to　be　lost　in　the　Braque’s

unaware　of　the　strong　deformation　of丘gures．　ぐぐMontmartre”（Mus6e　d’Art　Moderne，　Paris），

In　fact，　they　are　far　from　being　realistic．　Most　where　all　the　houses　are　put　together　on　the

of　them　have　a　too　small　head　in　proportion　to　same　plane，　just　as　the　women　are　ill　ccDemoi－

their　body．　One　of　them，　the　woman　in　the　selles　d’Avignon”．
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Exactly　the　parallel　can　be　poillted　out　also　in　　early　cubist　paillting　such　as　in　the　portrait　of

figure　painting．　In　the　portrait　of　Mrs．　Fernande　Olivier　executed　in　l909（Private

C6zanne　ill　the］－letrol／）olitan　－）vluseuni，　the　im－　　collection，　Chicago），　ill　which　the　right　half

pressioIl　of　deI〕th　is　given　lnaillly　by　the　edge　of　　backgrollnd　is　covered　by　a　curtain　as　ill

the　fence　which　rulls　ill　diagonal　bellind　Mrs．　Reynolds’portrait，　whereas　in　the　left　half，　we

C6zanne　and　by　the　tree　alld　other　landscape　　notice　a　table　with　a　I〕ot　and　pears　and　also　a

elements　beyond　that　fence　ill　upper　left　corner．　framework　of　a　willdow　oll　the　wall．

In　allother　portrait　of　the　salne　person，ぐMrs．　But　this　alhlsion　to　a　tllree・dimensional　sl：）ace　is

C6zanne　ill　Red　Armchair’う（Mllsemn　of　Fille　completely　ab　g．　e　nt　ill　another　portrait　painted

Arts，　Boston），　almost　every　oblect　illcludhlg　the　almost　at　the　salne　tilne　and“r　hich　is　now　ill　the

sitter　herself　seems　to　be　sllbordillated　to　the　　Mus．　eum　of　Modern　Art　in　New　York．　Inぐぐthe

flat　picture　plane・　But　Ilolltlleless　we　call　see　　「Woman　ill　a　Chair”，　in　fact，　the　sitter　is　placed

clearly　the　space　in　deI〕th　behind　Mrさ．　C6zanne，　　ill　a　kiIId　of　abstract　space　which　becoInes

generated　by　the　ingel－lolls　colour　schel皿e　　elltirely　irrelevant　to　tlle　natural　space　in　the

making　full　use　of　the　contrast　betweell　bright　ぐぐMan　with　a　Guitar”by　Braque，　also　in　the

red　armchair　and　dark　back　wall，　and　also　bv　Mllseum　of　Modern　A．rt　in　New　York　and

the　small　portion　of　a　willdow（or　is　it　a　picture　paillted　ill　lgll．　In　this　picture，　all　the　small

frame？）on　the　wall　ill　the　upper　left　corner．　facets　which、vere　in　various　directions　in　previ・

This　is　also　true　ill　the　portrait　of　Ambroise　ous　works　become　now　parallel　to　the　picture

Vollardうvery　perspicacious　art　dealer（Mlls壱e　de　g．　urface，　and　consequently　the　work　combines　a

Petit　Palais，　Paris），　ill　wllicll　C6zanne　has　resort　　ntlmber　of　different　vie、v　points，　denying　thus

to　a　small　device　of　opell　window，　agaill　ill　the　a］1　allusion　to　a　natural　space．　The　unity　of　the

upper　left　corner，　through　whicll　we　can　per－　picture　llere　is　guaranteed　not　by　a　single　view

cieve　a　part　of　outside　landscape．　The　interior　point　which　might　dominate　the　whole　composi－

space　is　thus　connected　witll　the　outer　one，　tion，　but　by　a　coherent　relation　between　every

which　gives　the　impressioll　of　depth．　Such　a　plastic　element．　The丘nal　stage　of　this　evolu－

device　is　very　conventional　ill　the　l8th　century，　tion　is　attained　by　this　simplified　““Man　with　a

as　we　can　see　in　one　of　the　inarvellous　portraits　Hat”of　lgl2　by　Picasso（Museum　of　Modern

owned　by　the　Frick　Collection，　c“Portrait　of　Art，　New　York），　in　which　we　notice　no　trace　of

Lady　Talor”by　Reynolds，　where　tlle　right　half　I）erspective，　no　modeling，　no　clziαro．scuro　at　all，

background　is　covered　by　a　heavy　yellow　cur－　but　only　a　mall’s　image　in　a　Hat　surface，　ren・

tain，　whereas　in　the　left　half，　we　see　a　landscape　dered、vith　an　amazing　draftsmanship　and　in－

through　the　opening　of　a　willdow．　Curiously　　ventioll．

enough，　this　convention　is　still　alive　in　Picasso’s　Quite　in　the　same　way，　the　evolution　of　the　still
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life　painting，　subject　““par　excellence’ラ　of　the　　sance，　is　elltirely　unknown　to　Japanese　artists

cubism，　gives　witlless　to　this　dislocation　and　mltil　the　end　of　the　l8th　or　the　beginning　of　the

decomposition　of　a　uni丘ed　space．　Ill　C6zanne’s　lgth　century，　when　began　our　contact　with

painting，　even　in　such　aぐぐclose．up”as　this　Westenl　art．　As　a　result，　there　occurs　some－
“c Pears　and　Apples” （Private　collection，　Paris），　tilnes　a　cllriolls　similarity　between　cubism　which

we　can　see　still　clearly　the　natural　space　with　its　　denied　tlle　ulli丘ed　pictorial　space　and　Japanese

“e breadth　and　depth”，　but　which　already　is　　traditional　painting　which　had　not　yet　been

threatened　to　disintegrate　into　an　aggregation　of　　fa　iniliar　with　it．

small　facets　seen　from　mllltiple　view　pOillts　in　For　instance，　in　this　lovely　Mαえ‘θdecoration

Braque’s　ccMandoline”　of　lgll～1912　（Tate　executed　by　Ogata　Korin　at　the　beginning　of　the

Gallery），　to　attain　finally　to　a　new　ullity　with　no　　l8th　century　and　w｝iich　represents　theミミBridges

reference　whatever　to　the　artist’s　g．　ingle　view　　in　a　Iris　Pond”，　the　irises　are　represented　in

point，　nor　any　reference　either　to　the　distance　　their　full　side　view，　whereas　the　bridges　are

between　objects　and　artist，　as　it　is　evidellced　by　rendered　as　seen　from　above．　This　kind　of　co・

Braque’ポ℃omposition　with　Playcardsう’painte（l　existellce　of　multiple　view　points　is　one　of　the

in　lgl2～1913（Mus壱e　d’Art　Modeme，　Paris），　or　Inost　common　features　in　Japanese　art，　of　which

by　thisぐぐPipe，　Glass，　Bottle　of　Rum”also　l〕y　another　examl〕le　is　given　by　a　famous　folding

Braque，　executed　ill　lgl4（Mllsellm　of　Moderll　　screen　by　Sakai　Hoitsu　at　the　beginning　of　the　　’

Art，　New　York）．　In　front　of　sucll　works，　we　lgth　century．　Here　again，　we　have　a　complete

can　fully　understand　Braqlleうs　statenient：　““the　　side　view　of　grasses　and　Howers　in　the　lower　part

eyes　defonn，　but　milld　forms”，　or　another　one　　and　a　kind　of　I）ird’s　eye　view　of　a　river　in　the

made　by　Picasso：““1　paint　forlng．　as．　I　think　theni，　upper　part　of　the　screen．　And　as　the　rest　of　the

notas　I　seethem’ラ・　　　　　　　　　　　　　　　9・・creen　is　entirely　covered　by　a　silver　bac］c－

Now　what　has　this　llew　estlletics　ofαlbism　to　do　ground，　there　is　no　logical　relation　of　distance　or

with　Japaneg．　e　conception　of　art，　I　lnean，　　space　between　the　grasses　and　river，　except　that

Japanese　traditional　conception　of　art？　　　　　　　　　of　a　decorative　effect．

As　it　is　often　pointed　out，　one　of　tlle　most　In　a　colnposition　with　many　figures　such　as　this

peculier　characteristics　of　Japanese　traditional　falnous　scene　from　the““Tales　of　Genji’うof　the

painting　is　absence　of　a丘xed　view　point．　12th　century，　again　the　same　remark　can　be

Consequently，　this　uni丘ed　three－dimen　q．　ional　made．　There　is　of　course　a　suggestion　of　a

space　rendered　1）y　various　devices　g．　uch　as　　space，　which　is　given　by　the　diagonal　setting　of

perspective，　modeling　or　chiαro．scuro　which，　as　　a　screen－curtain．　This　screen．curtain　is　seen

we　have　seen，　dominated　Western　pailltillg　for　obviously　from　a　fairly　high　view　point，　but　each

more　than　four　hundred　years　g．　ince　Renais・　丘gure　is　represented　as　seen　from　a　normal　view
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poillt．　There　is　n（）perspective　either，　becallse　course　of　Westerlはrt，　because　it　had　not　kno“＋n

every　personage，　that　of　the　fr〈mt　plalle　as　well　　the　unified　space　c（）nstruction．

as　of　tlle　rear　plalle，　is　of　tlle　identical　size．　　Ill　this　respect，　it　is　Ilot　Nyithout　9．　igni　fi　cance　that

Amore　interesting　examl、le　is　given　by　tlle　C6zanne，　who　was　tlle　last　great　advocate　of　this
““

Legend　of　Taima（lera”wllicll　relates　tlle　story　　umified　three－dimellsiollal　space，　is　allllost　tlle

of　Prillcess　Chuj（，，　paillted　ill　tlle　l3tll　celltury．　　ollly　illll）ortant　artist　of　his　generation　who

Here　agaill，　tlle　gelleral＼ettillg　is　seell　from　　remailコefl　olltside　of　the　Japallese　il1Huellce

al）ove；the　ceilillg　alld　roofs　are　takell　ofl”，　ill　　wllich　was　so　strollg　ill　tlle　late　lgtll　celltllr｝＋．

Order　to　　Sho、N－　Clearly　　the　　illterior吟　bUt　the　　　：Nn（．l　it　iS　　als｛〕　　SilTllif］iCallt　　that　　the　　yoUllg

Prillce∨s　herself　is　seen　fr《）m　our　Ilormal　view　　Picasso　and　Braqlle，　cOI）tillUillg　and　dellyillg　at

pOint．　And　what　is　more　intere＼tillg　i＼tllat　hl　the　salne　time　what　C6zanne　had　achieved－or

tllis　IDailltillg　the　I）assage　of　tillle　is　illdicated　　　t〔〕　pllt　it　lnore　exactly，　sllccessors　to　C6zalllle吟

becallse　、s，　e　see　the　sallle　Princess　flハllr　tillles，　　　preci＼ely　　l）ecause　　they　　｛’lenied　　、vhat　lle　　had

leavillg　her　room，　alld　g（，illg　to　tlle　、veavillg　　　acllieved－have　created　this　llew　esthetics　of

Inachille・　　NVe　have　here　Illllltiple　vie、v　I｝oillts　　　Cllbislnう、vl］icll　is　so　to　spea】』こthe　collchlsioll　（’，f

alld　a　sllccessi（：）ll　of　time　rel｝resellted　hl　olle　　　the　artistic　rev（，llltioll　、vhich　started　ill　tlle　late

coMI）ositiOll．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19tll　century　alld　t（D　wllicll　Japanese　tra｛／litioiial

A・f・rtl・e　P・・t・ait，　lhe・e　is　ll。　C。llcerl1。1，。。t・・t　had・・n・all　p・・t・f…t・il・・ti・・．

spati・1・・nd・・i・g　n・r　ally・ll・・i・ll　t・tlle　d・p日1・＊Thi、　lect。re　wa、。i。。n　at　the　F，i。k　C。llecti。1】

蕊惣蒜蕊1漂ご1漂lll：：㌫！じ一F・bruary，　1（磁

Ilake（l　backgrollll｛l　alld　its　Hat　cosh1111e　withollt

ally　hint　of　fold．　Evell　if　there　i＼afairlx－com－

plicated　drapery　as　is　tlle　case　ill　tlle　P（1）rtrait（Dfa

woman　by　Kaigetsudo　AIlfl《）at　tlle　be｛／Tinniiitt　of

the　l8tll　celltury，　the　eHCct　i＼ratller　Hat，　xvith　its

diStinCt　OUtlineS　alld　briglltうpUre　ColOUrS．　　二～s　iS

already　well　knowll，　it　is　tllis　killd　of　flat，

decorative　rendering　of　all　obje〔：t　wllicll　attracte〈l

so　many　Impressiollists　or　Nabis　paillters　ill　tlle

late　lgtll　century，　who　pllt　all　end　to　tlle　lollg

established　traditioll　of　tllree－dilnensional　space

constnlction　in　NVesterll　art．　Japanese　tradi－

tional　painting　could　llave　all　inHuence　oll　the
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新収作品目録

このH録は、1961年i：ll行の一国立西i￥…美術館総「1

録一並びに一国立西洋美術館年報No．1＿に収載

分以後，1967年3月までに当館に収蔵されること

になった絵画彫刻全作品を含む。作品番号のPは

絵画，Sは彫刻，大きさの表示は縦×横×奥行の

順，単位はメートルである。

購入作品

昭和41年度に当館予算によって購入したもの。

マティス，アンリ　　　　　　　　　　　　　　　P－356

ル・カトー1869～ニース1954　　　　　　　　　　ピアニストの肖像
MATISSE，　Henri　　　　　　　　　　　　　　　　　l924年

L・C・t・all　l869～Nice　l954　　　　　　木炭紙・，55。・，62

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左下に署名年記：ti　Gil－Marchex　en　t・ute　sympathie

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Henri　Matisse　avril　24

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和41年度購入作品
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ACQUISITIONS　NOUVELLES

Ce　cαtαlogμe　constittLe　lα　suite（〉ηotre　Catalogue

g6n6ral　eη．1961　et　Bulletin　Annuel　llc　l　eη1967．

II　C・rnprend∂・nc　t・utes　les・eUZ・resαchetties

et　d・n．nees　depuis　cette∂αZe∫αsgl∠’d　zα兎η∂e

mαrs　（le　l’αηπ6e　1967．　Le　ηzzητ6ro　prtice’（1αnt

chαgue・euvre　indiqueη・tre　numtir・d’in－

ventαire，　P　gtαnt　pour　1αpeinture　et　S，、ρour　lα

sculpture．　．乙es　dimensions　sont　（loηη（5es　erz

mat・es，膓αhαuteu．r　p・Pcid・ηオ1α／αrgρz・r　et　1α

profon（leu・r．

OEUVRES　ACHETEES
La　liste　COMI）rend　toutes　les　oeUt・res　α‘・hete’es　par　le

budget（〕e　notre　Muぷ6e　en　1967．

P－356

／

．

」・

一’t／・予

／い

Signe’e’（1αr6　e几ゐαs∂9αit（’he：　aGil・Marchex　en　toute　　　　・＼　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w

avril　24　　　　　　　　　　　　　　　　　’・　　『

’

雀

．

i、

峯

硬〃　　燈

謬
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ピカソ，パブロ　　　　　　　　　　　　　　　　P－357

マラガ1881～　　　　　　　　　　　　　　　　サルタンバンク
PICASSO，　Pablo　　　　　　　　　　　　　　　　　1905年

Malaga　1881～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　銅版　紙　0，285×0，33

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右下に署名年記：Picass・lgo5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和41年度購入作品

モネ，クロード　　　　　　　　　　　　　　　　P－358

パリ1840～ジヴェルニー1926　　　　　　　　　　積みわら

MONET・Cl・ud・　　　　　　木炭紙。，16。。，245
Pa「is　l840～Givemy　l926 　　　　　　　　　　　　　　左下に署名：Claude　Monet

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和41年度購入作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本年報14頁参照

モネ，クロード　　　　　　　　　　　　　　　　P－359

パリ1840～ジヴェルニー1926　　　　　　　　　ベリールの海
MONET，　Claude　　　　　　　　　　　　　　　l886年

Pa「is　l84°～Give「ny　l926　　　　　　木炭紙晒。。，3。5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右下に署名：Claude　Monet

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和41年度購入作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本年報9頁参照

98



P＿357　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

SALTIMBANQUE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

1905
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　・

Pθin’e－sc｝（：he　Sttr　1／fη元eぢH．0，285：L．θ33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ「　　　　　　　　　　，　　　　＿　、　　　　　　’　＿　　，一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いち　1〆∴　1／．パ　　パ’，　　－1”、．．．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一・　ピρ．　　1　：：・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　押

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　’．．．7二t．一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　’　　　　　　　　　一丁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　’・　〆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膓

LES　MEULES　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ‘巾㌧ミ1、；i…二惣9三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌍Σ・1ぷ⇔・灘一5

輌＿醐．，、醐6、L．・・．245　　　　　　　　　　濫繋繊i欝

P－358 　　　　　　　　　　　　　　ttl㌔1簿欝羅

矯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　w　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臣　　　’　　　　　　之　　　　　　’　　、mat　［’

　　　　　　　　い　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　　’　tlt　P

Lt．、心亀“、。、、・、∴　　　　．べ　，：、一・．　　　　　　　　・さ

　　　，’　　　『’←㌘二’一∀い“竺；こ耀　　　徽欝謀

に亮購　雛懸鱗
　　　　　　　　　　　擁壌難灘

1）＿359　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．’一　　　　　　メ’　　　一一”　一．t－”一’一ア’“∴　　・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　ウト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　－

LA　MER　A　BELLE－ILE　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’’”，話　z酋ご、’　　　　口．．　　．，，、・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt．　v　・　＝　・z『　　　　　．’　　．・・；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．‘》・∠　　　プ　　　　　　　　　　　　　　　．・　’

］886　　　　　　　　　　　・』護纂r蟄爵1≡ヱ『’

＝＝蕊當㍑　　　鍵婆嚢饗〕讃．　　　，

㌫＝㌫μ・
　　　　　〉，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t！．．．　　、

　　ひ　・ふx膓　　　　　　　　　．・　一．，．　　t．

．・”燥　】　　　　　　．・Yle－’已ゴ・姦る
　「　　　．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　∨　　　　　’

　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　因　　　　　　　　一
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ブールデル，アントワーヌ　　　　　　　　　　　　S－72

モントーパン1861～ル・ヴェジネ1929　　　　　　　弓をひくヘラクレス

BOURDELLE，　Antoine　　　　　　　　　　　　　　1909年

M・・t・・b・nl861～L・V6・i・・tl929　　　　　ブ。ンズ、2，50。2．40。O，90

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩に記銘年記：HERAKLES　HPAKAHΣ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　BOURDELLE　l909

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第一鋳造

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和41年度購入

ロダン，オーギュスト　　　　　　　　　　　　　S－73

パリ1841～ムードン1917　　　　　　　　　　　ヴィクトル・ユゴー
RODIN，　Auguste　　　　　　　　　　　　　　　　l883年

Pa「is　l841～Meud°n　l917　　　　　　　ブ。ンズ、045。0，25。0，26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和41年度購入作品
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S＿72

HERACLES　ARCHER
1909

Bronze：　正1．2，50；ム．2，40；P．θ、9θ

Ins（rrit　et∂αz63μr》e　rocher：　HERAKLES　HPAKAHフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　BOURDELLE　1909

Preηnerル10d∂le

∠｛（・んα’（ittル1us〔ie　en　1967

S＿73

VICTOR　HUGO
1883

Bronze：　H．0，45∫・L．0，2，5　，・ノ元θ26

’・），■■tibt－Mijt－’
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寄贈作品

ロダン，オーギュスト　　　　　　　　　　　　　S－74

パリ1841～ムードン1917　　　　　　　　　　　ヴィクトル・ユゴー習f乍

RODIN・A・9ust・　　　　　　ブ。ンズ、。，125。。，7。。。，82

P・・is　l841～M・・d・n　1917　　　　　　頸に記銘，A．　R。din

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1967年国立西洋〕ミ術館協力会より寄贈

マイヨール，アリスティード　　　　　　　　　　，S－　Z5

パニュルス・シュル・メール1861～同1944　　　　　アルモニー（頭部）

MAILLOL，　Aristide　　　　　　　　　　　　　　　　l940～1944年

BanyulssuFMe「1861～ibid・1944　　　　　ブ。ンズ，024。0，20。・，21

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1967年ディナ・ヴィエルニ夫人寄贈
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OEUVRES　DONNEES

S－74

ETUDE　POUR　VICTOR　Hし℃（．）

Broノにeご　〃『．0，125；、L．0，7θ：P．θ32

1nsc，・：τau　cott：　A．　Rodin

Z）oπ1τ6Pαu’la　Soτi夜6　des／lmis‘1己～ユ1～ノs6e　eノ～1967

S＿75

HARMONIE（la　t6te）

1940＿1944

Broηごeご　H．θ，24；L．　O，20∫」P．θ，21

［）onne’ par　t’、lada．me　1）∫ηα　「iεηzy　en　1967

膠
｝i’

103



アルプ，ジャン　　　　　　　　　　　　　　　　　　5－76

ストラスブール1887～バーゼル1966　　　　　　　　輪一森

ARP，　Jean　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l961年

St・a・b・u・g　l887～B・il・1961　　　　　　ブ。ンズ、0205。O．98。O，86

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1967年山村コレクション寄贈
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S－76

ROじE　FORET
l961

B’・θノ～こく～’　　H．θ．2θ5：ム．θ，98：P．θ．86

Don7～6ρイ〃・les　Yイ1ノη‘〃η〃’“（I　eノ～1967
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事業記録

特別展記録

ポンペイ古代美術展
M（）stra（rArte　Pompeiana

196丁・4・8～1967．5．28　（東京、国立西洋美術館）

196丁・6・10～］967．7．］6　（大阪、大阪市立美術館）

1967・7・29～］967・8・27　（福岡，福岡県文化会館）

出品内容＝モザイク：2点　大理石：18点　壁画：68点

フロンズ：51点テラコッタ：47点ガラス：19点貨
幣：5｛｝点

読売目r聞社と共16i

入場者：東京＝324．282　大阪二204．076　福岡二102，266

川’代考占学におけるポンペイ，ヘルクラネウムの特異性，

無限の価f直については言をまたない：tたんに考古学的な

1耐直にとどまらず、文化史的，宗教的，風俗学的な意義

を、最近の発掘品を含めた「新発掘」の出土品と豊富な

資料によ一、て綜合的に紹介することは，西洋美術館の最

初の本格的な占代美術展（ミロのヴィナスの特別展示は

例外的なケース）として大きな意義をもつ。イタリア中

亜極東研先所、ナポリ国立考占博物館の熱心な協力によ

一 二　この展覧会は美しい実現をみた。これによって日

伊娼ヒ交流は新らしい展開をみせ，今後ゆたかな可能性

を期日することができるようになった．出品絵画はいず

れも壁画そのものを切り取った断片で相当の重量があり

その展’」ミ照明に、略じ・したが，豊富な模型や写真資料と作

品をどのように組合わせて構成するか，ポンペイ家屋内

部のモデル・ルームの設置など，新しい試みは貴重な経

験であり、或程度成功したと思う一
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デュフィ展　　　　　　　　　　　　　　　りの出品のもとに一・1顧展の形で開催された総点数
Raoul　Dufv　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l99点｛こ及ぶ出品作は、デュフィの画風発展の全時期を

1967．ll．3－1967．12．・17，鯨、国測洋漸1・1館、　網綬るのみならず・　｝・彩・鳩・㌘・≡デ・サ

1968．］．4～1968．2．18　　（京都，京都Rl　，・∫1近代）こ術館）　ン・版両・タピスリー布地・陶器などの多彩な活動分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　野にもわたり，従来ほとんど紹介の機会のなかったこの
｝ll・1納容→lll彩：8°点水彩グワ・シ・：28，tSiデ・サ1，li，家の嘩を1贈｛しうる展・D絵とな。た、糎者は意外

・・5嚥｝緬：2°点タピスリー：4点ブリン師に少数であ。たカ1，これは，）ミ術館　t］蛙｛｛　による∵、：f云

地：2点陶器：9点　　　　　　　　　　力のイく足諸種の条件によるじ1報活動開始の遅滞1細鍋

人端：鯨＝61・919輔1＝22・993　　　　！Ulがf旅にカ、か．たことなどに1昧する時えられる

デ」．フィ展は，フランス文化省，フランス国、‘’1美術館総　　しかし、観覧者の印象，とくに曽：門家間における好評は

局、ハリ国、ttl近代美待1角‘；の協jJを得て，テユフ・犬人遺　　こうLた比較的地叫ミな、いわば中規模の特1りII展における

贈の作品を中心とし、フランス各地の｝三要）こ術館is　1館よ　　当館の）三i・1：1館活動の意義を証明したといえるだろう

’、

堰3。・
　’　　　4　　　◆

　　1　　’

ψ∵°鷲・
　　　　　　　タ

’　、’．’

♂、．’　元．’
’　　　、

　　　熱
ρ

i）／、t，　e　a◆　　　，禅

sl　　φ

’

　　e
●　　　　　．、

P　　　●

　の
5　　　e

　θ
’　　　◆

・　　　e

◆　　　’

　φ　　　．／　t、

　　　　s●　　　　　　　　＿

7．

‘　　心　　　◎　　　　　　．、・　’x癖・　　　　　　　　　　　　：・1

’。・　　●運●　　　　　　　　　　　　　　　　一　　∫｛～綴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　ツ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

a　　　　　　　〃　b

n・　一　　　◎・u　　　客
1‘、　　　　　　　　　　　　輪．　　　、　　　　　▽　　　　　　　一’－F

1

　　　渡刑覧．
t　　：s　’●

一 　　　　　　　　N　　　［

鱒　　　　　，．kS’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　 ジこユ　　－　　　ン

ー

　＿一　　∵∵浪ご∴ミ　’‘・↑　　r∵・　　　＼・　　　”
　　　　　　　　　霊　、、　　ぺ・ぎ￥ご　　…r

　　　　　　　　　寓、：　　，．　弗　　　・　　－
　　　　e　　　　　　　’　ゆ　　　　　　　　　こ’　、　　　　→、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　』、

　・　　　∵』・ご㌻　　　　’・’∵㌔，・ノぶ；　　・　　　’

’川釦竺パぷ】ζ～子．欝為・・’旬顧

τぎ・一宗←“　　　〔　　　　　　・ミ更
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巡回展記録　　　　　　　　　　　　　　　　講演会記録

昭和42年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和42年度

絵画：50点　彫刻：15点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ポンペイ古代美術展記念講演会
●4月28n～5月21日　　　　　　　　　　　　　　　4月9日
会場＝鹿児島市、7：美術館　　　　　　　　　　　　　　　11ゴ都ポンペイの歴史と又化

鹿児島県教育委員会・鹿児島巾と共催　　　　　　　　　ポンペイ展イタリア側組織委員　アルフォンソ．デ．フ

入跳数二65・554　　　　　　　　ラ。チシ＿ス（通、誹こ佐々模ω

↓月28日

ポンペイの歴史とその生活

東大教授　秀村欣二

5月12日

白銀時代の趣味と文学

文芸評論家　篠田’1：

5月19H
l㍉’イki寅喋1」とイ反頂f

東ノく教授　今道友信

5月26日

観島会場　　　　　　　　　　ホンヘイの美術
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国、‘’1西洋美術館fミ　富永惣一・

●朋19［｜～12月1°H　　　　　　　●デ。フ，回顧展糊・購灘こ
会場＝香川県文化会館　　　　　　　　　　　　　　　　　ll月4日

香川り撤育頽会・融・川剛洲社と共1崔　　。ラ．スの画家デ。フィ
入場者数＝106・134　　　　　　　　　　　　　　　　　，、リ、国立近代美術館b＜　ベルナール・トリヴァル

高松会場

lll｛和42年度常ll東展総入場者数＝Bl．192
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職員名簿

昭和43年3月31日現在

国立西洋美術館評議員会評議員　　国立西洋美術館職員
（五十音1順）

東京r珊二博物館長　　　　　　　　　　　館長　　t　　　富永惣一　　　　　　対問溺官　　　　青柳健治
浅野長武　　　　　　　　　　　　　　文部事務官

ブ・ヂ…タ・ヤ株式鮒会1ζ　次長　　蹴嵯　　文滴館　知文子
石橋正二郎　　　　　　　　　　　　　文部事務官　　　　　　　　　　　　　　用度係長　　　　　白石治美

京都蹴近代美術猷　　　　庶務課　　　　　　　文縛顔

莫忽ず式会搬　　璽鷲di佐椒雄　文艦　品1・夫
椋芸術大浅　　　　　斐籠㌫　梶敏明　　　　　大竹乙弘

耀諜美欄、　　文部酬　艦ち子　　　棺勝男
小林行雄　　　　　　　　　　　　　　文部・1溺官　　　高橋志郎　　　　　　燗1技官　　　　會田泰子

麟ぎ酬長　　　文綱官　原晒合子　　　　r・山節子
日本芸術院長　　　　　　　　　　　　文部事務官　　　戸松靖子　　　　　　　　　　　　　羽山正公

総蕊社長　　　撒務官　浜田孝　事業課
：議鞠そ　　　文綱官　樋N／t：一　當獣取助§巨彬
寺中作雄　　　　　　　　　　　　　　文部事務官　　　　山E堂正行　　　　　主任研究宣　　　　中山公男

文化・坦畷員会委員　　　文部醐丁　内藤満　　麟轡係長
糸田川言隻）坑

共同テレビジ．ンニ。一ス社会長　　　　文部事務官　　　伜田幸恵　　　　　　文部技官　　　　佐U木英也

91麟1屹長　　文部酬　Il・縢子　聯鎌櫟穴ジこヨ
国際文化会館専務理事　　　　　　　　　文部事務官　　　　荒井敦子　　　　　　文部技官

嶽6㈱長　　　　　棚橋美智子　文蹴　黒江光彦
村田墜　　　　　　　　斎藤とし子　罐灘報イ系長高階酬
大和文・口館長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文部技官

矢代幸雄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中正※
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　又部技官　　　　　　rtf“JL：仲行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経理係長，　　　　　　ll1本昌，志
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文部事務官　　　　　　　　　　　　　　嬬ll事務’〔r　　　荒井一一江
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